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『

見
性
成
仏
論
﹄
と
﹃
顕
密
問
答
鈔
﹄
の
﹁
禅
門
の
人
﹂
の
関
係
に
つ
い
て

古

瀬

珠

水

は
じ
め
に

金
沢
文
庫
所
蔵
﹃
見
性
成
仏
論
﹄
は
︑
同
じ
く
金
沢
文
庫
所
蔵
﹃
成
等
正
覚
論
﹄
と
共
に
﹁
達
磨
宗
﹂
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
て

き
た
︒
最
近
の
研
究
者
の
中
に
は
﹃
見
性
成
仏
論
﹄
を
﹁
本
覚
思
想(１

)

﹂
ま
た
は
︑
﹃
宗
鏡
録
﹄
の
作
者
の
延
寿
の
﹁
一
心
思
想(２

)

﹂
と

結
び
つ
け
る
人
も
い
る
︒
し
か
し
︑
い
ず
れ
も
﹃
見
性
成
仏
論
﹄
の
全
体
を
詳
細
に
読
み
込
み
考
察
し
た
結
果
で
は
な
く
︑
﹃
見
性

成
仏
論
﹄
に
書
か
れ
て
い
る
一
部
の
引
用
さ
れ
た
文
言
な
ど
か
ら
結
論
を
導
い
て
い
る
と
思
わ
れ
る
︒

筆
者
の
研
究
に
依
れ
ば
︑
﹃
見
性
成
仏
論
﹄
の
内
容
は
﹁
教
外
別
伝
﹂
で
あ
る
こ
と
︑
﹃
宗
鏡
録
﹄
の
取
り
扱
い
方
が
限
定
的
で
あ

る
こ
と
︑
筆
者
が
坐
禅
を
し
て
い
る
こ
と
な
ど
で
あ
る
︒
ま
た
︑
﹃
見
性
成
仏
論
﹄
の
作
者
が
述
べ
る
こ
と
ば
が
頼
瑜
撰
﹃
顕
密
問

答
鈔
﹄
に
書
か
れ
て
い
る
こ
と
も
判
っ
た
︒
本
稿
で
は
︑
頼
瑜
︵
一
二
二
六
袞
一
三
〇
四
︶
撰
﹃
顕
密
問
答
鈔
﹄
巻
下
に
書
か
れ
て
い

る
﹁
禅
門
の
人
﹂
の
こ
と
ば
を
中
心
に
﹃
見
性
成
仏
論
﹄
の
作
者
と
の
関
係
に
つ
い
て
考
察
す
る
︒
︵
な
お
︑
﹃
見
性
成
仏
論
﹄
は
︑
理

解
し
や
す
い
よ
う
に
筆
者
に
よ
る
漢
字
と
平
仮
名
交
じ
り
の
訓
読
文
を
使
用
し
た
︒
原
文
に
は
正
字
︑
略
字
︑
俗
字
が
混
在
し
て
い
る
が
で
き
る
限

り
原
文
に
従
っ
た
︒
﹃
顕
密
問
答
鈔
﹄
は
﹃
続
真
言
宗
全
書
﹄
第
二
三
に
基
づ
い
た
︒
引
用
部
分
と
わ
か
る
箇
所
は
︽

︾
で
括
っ
た
︒
︶

仙
石
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仏
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学
論
集
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一
︑
﹃
顕
密
問
答
鈔
﹄
の
﹁
禅
門
の
人
﹂
の
こ
と
ば

『

見
性
成
仏
論
﹄
の
奥
書
に
は
﹁
永
仁
五
年
︵
一
二
九
七
︶
八
月
四
日
﹂
の
書
写
年
時
が
記
さ
れ
て
い
る
が
︑
﹃
見
性
成
仏
論
﹄
が

い
つ
誰
に
よ
り
作
成
さ
れ
︑
ど
ん
な
人
々
に
読
ま
れ
た
か
と
い
う
こ
と
な
ど
︑
﹃
見
性
成
仏
論
﹄
に
ま
つ
わ
る
具
体
的
な
情
報
を
筆

者
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
︒
し
か
し
︑
千
葉
正
氏
が
﹁
中
世
真
言
密
教
の
禅
宗
観
袞
道
元
禅
に
お
け
る
密
教
研
究
の
必
要
性
袞(３

)

﹂
の
中

で
﹃
顕
密
問
答
鈔
﹄
巻
下
の
冒
頭
に
﹃
見
性
成
仏
論
﹄
か
ら
の
引
用
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
︒
つ
ま
り
﹃
顕
密
問
答
鈔
﹄
に
は
︑

｢

故
宗
鏡
ノ

中
ニ

具
ニ

列
テ

㆓

眞
言
法
花
華
嚴
三
論
法
相
所
立
ノ

教
門
ヲ

㆒

皆
名
ク

㆓

染
淨
對
治
ノ

之
教
ト

㆒

︒
﹂
︵
故
に
宗
鏡
の
中
に
具
に
眞

言
法
花
華
嚴
三
論
法
相
所
立
の
教
門
を
列
て
︑
皆
染
淨
對
治
の
教
と
名
く(４

)

︒
︶

と
記
さ
れ
て
い
る
︒
こ
れ
と
ほ
ぼ
同
文
が
﹃
見
性
成
仏
論
﹄
に
あ
る
︒

｢

宗
鏡
に
は
︑
三
論
法
相
華
嚴
等
の
宗
を
ば
染
□
對
治
の
教
え
と
云
へ
り(５

)

︒
﹂

『

見
性
成
仏
論
﹄
が
一
文
で
も
他
の
史
料
に
引
用
さ
れ
て
い
な
い
か
探
し
て
い
た
筆
者
に
と
っ
て
︑
千
葉
氏
の
指
摘
は
誠
に
有
難

い
も
の
で
あ
っ
た
︒
﹃
顕
密
問
答
鈔
﹄
は
鎌
倉
時
代
の
真
言
僧
︑
頼
瑜
に
よ
る
問
答
集
で
あ
る
が
︑
巻
下
に
は
特
に
禅
宗
に
つ
い
て

の
質
問
と
︑
そ
れ
に
対
す
る
回
答
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
︒
巻
下
は
九
つ
の
問
答
か
ら
な
る
が
︑
特
に
︑
第
一
と
第
二
の
問
答
は
︑

﹃
見
性
成
仏
論
﹄
と
の
関
わ
り
が
極
め
て
大
き
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
︒

ま
ず
︑
問
答
第
一
は
問
者
の
言
葉
で
始
ま
り
︑
﹁
禅
門
の
人
﹂
の
語
っ
た
内
容
を
述
べ
る
︒
そ
の
部
分
を
抜
き
出
し
て
み
よ
う
︒

︵
﹁
禅
門
の
人
﹂
の
こ
と
ば
に
は
訓
読
文
に
傍
線
を
引
い
た
︒
経
論
︑
語
録
の
引
用
文
は
︽

︾
で
括
っ
た
︶

｢

問
︒
謹
テ

承
㆓

慈
誨
ヲ

㆒

深
ク

悟
ル

㆓

性
德

ヲ
㆒

︒
庫
内
ノ

珍
寳
ハ

採
用
不
㆑

悋
︒
夢
中
ノ

野
客
ハ

實
ニ

是
レ

帝
質
ナ
リ

︒
然
ル
ニ

近
來
有
テ

㆓

禪
門
ノ

人
㆒

高
ク
シ

㆓

達
磨
ヲ

㆒

降
㆓

顯
密
ヲ

㆒

矣
︒
或
カ

云
ク

︒
諸
教
ハ

皆
是
起
シ
テ

㆓

對
治
ノ

道
ヲ

㆒

斷
シ

㆓

如
幻
ノ

障
ヲ

㆒

證
ス
ト

㆓

本
有
ノ

理
ヲ

㆒

︒
故
宗
鏡
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﹁
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ノ

中
ニ

具
ニ

列
テ

㆓

眞
言
法
花
華
嚴
三
論
法
相
所
立
ノ

教
門
ヲ

㆒

皆
名
ク

㆓

染
淨
對
治
ノ

之
教
ト

㆒

︒
所
以
五
相
五
輪
ノ

之
妙
觀
ハ

三
妄
ノ

霧
深

ク

︒
三
智
三
觀
ノ

之
玄
軌
ハ

五
住
ノ

雲
厚
シ

︒
爰
ニ

知
ヌ

諸
教
ハ

皆
明
シ
テ

㆓

心
相
ノ

之
智
斷
ヲ

㆒

未
㆑

示
㆓

心
性
ノ

之
本
佛
ヲ

㆒

︒
既
ニ

悟
レ
ハ

㆓

心

體
ヲ

㆒

不
㆑

受
㆓

迷
悟
ヲ

㆒

不
シ
テ

㆑

用
㆓

斷
證
ヲ

㆒

而
得
㆓

出
離
ス
ル
コ
ト
ヲ

㆒

︒
教
外
ニ

別
ニ

傳
フ

㆓

相
外
ノ

體
ヲ

㆒

︒
故
祖
師
ノ

云
︒
不
㆑

立
㆓

文
字
ヲ

㆒

不
㆑

假
㆓

方
便
ヲ

㆒

︒
直
ニ

指
㆓

人
心
ヲ

㆒

見
性
成
佛
ス

︒
所
㆑

謂
禪
門
也
云
云
︒
又
黄
蘖
云
︒
断
際
禪
師
也
︒
但
了
ス
レ
ハ

㆓

此
心
ヲ

㆒

既
是

無
心
無
法
ナ
リ

文

又
悟
性
論
ニ

云
︒
夫
レ

眞
見
者
ハ

無
㆓

所
ト
シ
テ

不
云
コ
ト

㆒
㆑

見
亦
無
㆑

所
ル
仭

モ
ノ

㆑

見
︒
見
滿
ツ
レ
ト
モ

㆓

十
方
ニ

㆒

未
タ

㆓

會
テ

有
㆒
㆑

見
︒
何
ヲ

以
ノ

故
ニ

︒
無
キ
カ

㆓

所
見
㆒

故
ニ

︒
見
ル
カ

㆓

無
見
ヲ

㆒

故
ニ

︒
見
ハ

非
ル
カ

㆑

見
ニ

故
ニ

︒
凡
夫
ノ

所
見
ヲ
ハ

皆
名
㆓

妄
想
ト

㆒

︒
若
シ

寂
滅
ニ
シ
テ

無
キ
ヲ

㆑

見
始
テ

名
ク

㆓

眞
見
ト

㆒

︒
心
境
相
對
ス
ル
ト
キ
ハ

見
生
ス

㆓

其
ノ

中
ニ

㆒

文

首
楞
嚴
ニ

云
ク

︒
知
見
立
ル

㆑

知
ヲ

︒
既
無
明
ノ

本

ナ
リ

︒
知
見
ニ

無
キ
ハ

㆑

見
斯
則
涅
槃
ナ
リ

文

故
知
ヌ

︒
眞
知
ノ

之
體
見
性
ノ

之
義
ハ

是
レ

教
外
別
傳
ニ
シ
テ

永
ク

異
㆓

諸
教
ニ

㆒

也
云
云

又
云
︒

然
モ

諸
ノ

佛
法
ニ

總
シ
テ

有
㆓

二
ノ

意
㆒

︒
一
ニ
ハ

者
教
道
︒
二
ニ
ハ

者
證
道
ナ
リ

︒
台
教
ニ

云
ク

︒
藏
通
別
ノ

三
ハ

果
頭
ニ

無
㆑

人
︒
終
ニ

成
ル
カ

㆓

圓
人
ト

㆒

故
ニ

︒
眞
言
宗
ノ

云
ク

︒
顯
教
ノ

圓
人
登
ル

㆓

初
住
ニ

㆒

時
皆
入
ル

㆓

眞
言
ニ

㆒

︒
禪
宗
ニ

亦
云
ク

︒
顯
密
ノ

二
藏
ハ

如
㆓

鼠
婁
栗
ノ

㆒

︒

秘
藏
亦
從
㆓

因
ノ

中
㆒

入
ル
カ

㆓

心
宗
ニ

㆒

故
ニ

︒
應
㆑

知
︒
諸
教
ノ

極
位
不
㆑

過
㆓

初
住
ニ

㆒

︒
二
住
以
上
ハ

有
教
無
人
ナ
リ

︒
故
心
要
ニ

云
ク

︒

如
シ

㆘

將
モ
テ

㆓

黄
葉
ヲ

㆒

爲
㆓

金
錢
ト

㆒

權
止
ル
カ

㆗

小
兒
ノ

哭
ヲ

㆖

文

既
ニ

云
㆓

黄
葉
ト

㆒

︒
知
ヌ

無
ナ
リ

㆓

果
人
㆒

︒
佛
世
ニ
ハ

皆
入
㆓

眞
性
ニ

㆒

︒
但

シ

八
萬
ノ

衆
ノ

中
ニ

迦
葉
一
人
傳
ト

㆓

心
印
ヲ

㆒

者
︒
亦
是
教
道
化
儀
ノ

之
邊
ナ
リ

︒
不
㆑

遮
㆓

實
人
處
處
ニ

得
入
ス
ル
コ
ト
ヲ

㆒

︒
但
爲
メ
ノ

㆓

末
世

著
相
ノ

人
ノ

㆒

故
ニ

不
㆑

帯
㆓

方
便
ヲ

㆒

︒
別
シ
テ

傳
フ

㆓

衣
法
ヲ

㆒

云
云

私
ニ

勘
ヘ
テ

云
ク

︒
大
梵
王
所
問
經
ニ

云
︒
吾
レ
ニ

有
㆓

正
法
眼
藏
涅
槃

妙
心
㆒

︒
不
㆑

立
㆓

文
字
ヲ

㆒

教
外
別
傳
ナ
リ

︒
付
㆓

屬
ス

於
汝
ニ

㆒

︒
未
來
ニ

流
布
シ
テ

莫
レ

㆑

令
ル
コ
ト

㆓

斷
絶
㆒

文

若
爾
ハ

末
代
ノ

學
士
狐
疑

猶
ヲ

殘
レ
リ

︒
重
テ

射
㆓

智
光
ヲ

㆒

再
ヒ

照
㆓

餘
暗
ヲ

㆒

耳(６
)

︒
﹂

(

問
ふ
︒
謹
ん
で
慈
誨
を
承
け
て
深
く
性
德

を
悟
る
︒
庫
内
の
珍
寳
は
採
用
悋
な
ら
ず
︒
夢
中
の
野
客
は
實
に
是
れ
帝
質
な
り
︒

然
る
に
︑
近
來
禪
門
の
人
有
て
︑
達
磨
を
高
く
し
顯
密
を
降
せ
り
︒
或
が
云
く
︒
﹁
諸
教
は
皆
是
對
治
の
道
を
起
し
て
︑
如
幻

の
障
を
斷
じ
︑
本
有
の
理
を
證
す
と
︒
故
︵
に
︶
︑
宗
鏡
の
中
に
具
に
︑
︽
眞
言
法
花
華
嚴
三
論
法
相
所
立
の
教
門
を
列
て
︑
皆
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﹄
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﹁
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︵
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︶
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染
淨
對
治
の
教
と
名
づ
く
︒
︾
所
以
に
︑
五
相
五
輪
の
妙
觀
は
三
妄
の
霧
深
く
︑
三
智
三
觀
の
玄
軌
は
五
住
の
雲
厚
し
︒
爰
に

知
ぬ
︒
諸
教
は
皆
心
相
の
智
斷
を
明
し
て
︑
未
だ
心
性
の
本
佛
を
示
さ
ず
︒
既
に
心
體
を
悟
れ
ば
︑
迷
悟
を
受
け
ず
︒
斷
證
を

用
い
ず
し
て
︑
而
も
出
離
す
る
こ
と
を
得
︒
教
外
に
別
に
相
外
の
體
を
傳
ふ
︒
故
︵
に
︶
︑
祖
師
の
云
く
︽
文
字
を
立
ず
︑
方

便
を
假
り
ず
︑
直
に
人
心
を
指
︵
て
︶
見
性
成
佛
す
︒
謂
う
所
の
禪
門
な
り
︒
︾
云
云
﹂
﹁
又
︑
黄
蘗
の
云
う
︒
︻
斷
際
禪
師
な

り
︒
︼
︽
但
︑
此
の
心
を
了
す
れ
ば
︑
即
ち
是
無
心
無
法
な
り(７

)

︒
︾
又
︑
﹃
悟
性
論
﹄
に
云
く
︑
︽
夫
れ
︑
眞
見
は
︑
所
と
し
て
見

ず
と
云
ふ
こ
と
無
し
︒
亦
見
ら
る
る
も
の
無
し
︒
見
十
方
に
滿
つ
れ
ど
も
︑
未
だ
曾
て
見
有
ら
ず
︒
何
を
以
て
の
故
に
︒
所
見

無
き
が
故
に
︒
無
見
を
見
る
が
故
に
︒
見
は
見
に
非
ら
ざ
る
が
故
に
︒
凡
夫
の
所
見
を
ば
︑
皆
妄
想
と
名
︵
づ
く
︶
︒
若
し
寂

滅
に
し
て
見
無
き
を
︑
始
て
眞
見
と
名
づ
く
︒
心
境
相
對
す
る
と
き
は
︑
見
其
の
中
に
生
ず(８

)

︒
︾
﹃
首
楞
嚴
﹄
に
云
く
︑
︽
知
見
︑

知
を
立
つ
る
︒
即
︵
ち
︶
無
明
の
本
な
り
︒
知
見
に
見
無
き
は
︑
斯
︵
れ
︶
即
︵
ち
︶
涅
槃
な
り(９

)

︾
故
に
知
ぬ
︒
眞
知
の
體
︑

見
性
の
義
は
︑
是
︑
教
外
別
傳
に
し
て
︑
永
く
諸
教
に
異
な
る
な
り
︒
云
云
︒
﹂
又
云
︵
く
︶
﹁
然
も
︑
諸
々
の
佛
法
に
總
じ
て

二
の
意
有
り
︒
一
に
は
教
道
︑
二
に
は
證
道
な
り
︒
台
教
に
云
く
︑
︽
藏
通
別
の
三
は
果
頭
に
人
無
し
︒
終
に
圓
人
と
成
る
が

故
に
︒
︾
眞
言
宗
の
云
く
︑
︽
顯
教
の
圓
人
︑
初
住
に
登
る
時
︑
皆
眞
言
に
入
る
︒
︾
禪
宗
に
亦
云
く
︑
︽
顯
密
の
二
藏
は
鼠
婁
栗(

)

10

の
如
し
︒
祕
藏
亦
因
の
中
︵
に
︶
從
っ
て
︑
心
宗
に
入
る
が
故
に
︒
︾
應
に
知
る
べ
し
︒
諸
教
の
極
位
︑
初
住
に
過
ぎ
ず
︒
二

住
以
上
は
︑
有
教
無
人
な
り
︒
故
︵
に
︶
︑
﹃
心
要
﹄
に
云
く
︽
黄
葉
を
將
て
金
銭
と
爲
︵
し
︶
︑
権
に
小
兒
の
哭
を
止
め
る
が

如
し(

)

︒
︾
既
に
︑
黄
葉
と
云
ふ
︒
知
ぬ
︒
果
人
無
き
な
り
︒
佛
世
に
は
皆
眞
性
に
入
る
︒
但
し
︑
八
萬
の
衆
の
中
に
迦
葉
一
人

11

心
印
を
傳
う
と
は
亦
︑
是
︵
れ
︶
︑
教
道
化
儀
の
邊
な
り
︒
實
人
處
處
に
得
入
す
る
こ
と
を
遮
き
ら
ず
︒
但
︑
末
世
著
相
の
人

の
爲
の
故
に
︑
方
便
を
帯
び
ず
︒
別
し
て
衣
法
を
傳
ふ
︒
云
云
﹂
︒
私
に
勘
へ
て
云
ふ
︒
﹃
大
梵
王
所
問
經
﹄
に
云
く
︽
吾
れ
に

正
法
眼
藏
涅
槃
妙
心
有
︵
り
︶
︒
文
字
を
立
て
ず
︑
教
外
別
傳
な
り
︒
汝
に
付
屬
す
︒
未
來
に
流
布
し
て
︑
斷
絶
し
む
る
こ
と

な
か
れ
︒
︾
若
し
爾
ら
ば
︑
末
代
の
学
士
狐
疑
猶
を
殘
れ
り
︒
重
ね
て
智
光
を
射
︑
再
び
餘
暗
を
照
す
る
の
み
︒
︶

『

見
性
成
仏
論
﹄
と
﹃
顕
密
問
答
鈔
﹄
の
﹁
禅
門
の
人
﹂
の
関
係
に
つ
い
て
︵
古
瀬
︶

四



二
︑
﹃
顕
密
問
答
鈔
﹄
の
﹁
禅
門
の
人
﹂
と
﹃
見
性
成
仏
論
﹄
の
作
者

ま
ず
︑
問
者
は
︑
﹁
近
來
有
テ

㆓

禪
門
ノ

人
㆒

高
ク
シ

㆓

達
磨
ヲ

㆒

降
㆓

顯
密
ヲ

㆒

矣
︒
﹂
︵
近
來
禪
門
の
人
有
り
て
︑
達
磨
を
高
く
し
顯
密
を
降

せ
り
︒
︶
と
︑
﹁
達
磨
﹂
︵
＝
達
磨
大
師
＝
達
磨
大
師
の
法
＝
禅
宗
︶
を
﹁
顕
密
﹂
︵
つ
ま
り
天
台
宗
や
真
言
宗
よ
り
︶
上
に
置
い
て
い
る

こ
と
を
冒
頭
に
述
べ
る
︒
こ
れ
は
︑
﹃
悲
想
伝
授
抄
﹄
︵
作
者
不
明
︑
一
二
七
四
年
︶
の
大
日
房
能
忍
の
云
っ
た
こ
と
ば
を
髣
髴
と
さ
せ

る
︒｢

達
广
宗
ハ

理
教
ナ
リ

︒
大
日
御
房
云
︑
達
广
宗
ハ

超
顕
密
二
宗
一
是
心
宗
ナ
リ

云
々
︒
葉
上
房
僧
正
榮
西
云
々
︒
眞
言
三
密
ノ

中
意
密
ナ

リ

︒
両
義
可
會
合
㆒

云
々(

)

︒
﹂
︵
達
磨
宗
は
理
教
な
り
︒
大
日
御
房
云
く
︑
達
磨
宗
は
顕
密
二
宗
を
超
ゆ
︑
是
れ
心
宗
な
り
云
々
︒
葉

12

上
房
僧
正
榮
西
云
々
︒
眞
言
三
密
の
中
の
意
密
な
り
︒
両
義
會
合
す
べ
し
︒
云
云
︶

『

顕
密
問
答
鈔
﹄
の
﹁
禅
門
の
人
﹂
も
﹃
悲
想
伝
授
抄
﹄
の
大
日
房
能
忍
も
ど
ち
ら
も
顕
密
と
禅
宗
を
分
け
︑
禅
宗
が
顕
密
よ
り

も
勝
れ
て
い
る
こ
と
を
語
っ
て
い
る
︒
こ
こ
で
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
﹁
達
磨
﹂
ま
た
は
﹁
達
磨
宗
﹂
の
表
現
で
あ
る
︒

﹃
顕
密
問
答
鈔
﹄
の
﹁
達
磨
﹂
は
﹁
達
磨
大
師
﹂
を
意
味
し
︑
広
く
は
禅
宗
を
指
し
て
い
る
︒
ま
た
︑
﹃
悲
想
伝
授
抄
﹄
の
﹁
達
磨

宗
﹂
は
﹁
達
磨
の
宗
﹂
︑
つ
ま
り
﹁
達
磨
大
師
の
法
﹂
つ
ま
り
禅
宗
の
意
味
で
あ
り
︑
い
ず
れ
も
達
磨
宗
と
い
う
一
宗
派
を
指
す
の

で
は
な
い
︒
﹃
顕
密
問
答
鈔
﹄
の
﹁
禅
門
の
人
﹂
及
び
﹃
悲
想
伝
授
抄
﹄
の
大
日
房
能
忍
は
ど
ち
ら
も
禅
宗
が
他
の
宗
派
の
考
え
方

と
は
異
な
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
点
で
一
致
し
て
い
る
︒

続
い
て
︑
問
者
は
︑
﹁
禅
門
の
人
﹂
の
こ
と
ば
を
語
る
︒

｢

或
カ

云
ク

︒
諸
教
ハ

皆
是
起
シ
テ

㆓

對
治
ノ

道
ヲ

㆒

斷
シ

㆓

如
幻
ノ

障
ヲ

㆒

證
ス
ト

㆓

本
有
ノ

理
ヲ

㆒

︒
故
宗
鏡
ノ

中
ニ

具
ニ

列
テ

㆓

眞
言
法
花
華
嚴
三
論

法
相
所
立
ノ

教
門
ヲ

㆒

皆
名
ク

㆓

染
淨
對
治
ノ

之
教
ト

㆒
(

)

︒
﹂
︵
或
が
云
く
︒
諸
教
は
皆
是
れ
對
治
の
道
を
起
し
て
︑
如
幻
の
障
を
斷
じ
︑

13

『

見
性
成
仏
論
﹄
と
﹃
顕
密
問
答
鈔
﹄
の
﹁
禅
門
の
人
﹂
の
関
係
に
つ
い
て
︵
古
瀬
︶

五



本
有
の
理
を
證
す
と
︒
故
に
︑
宗
鏡
の
中
に
具
に
︑
眞
言
法
花
華
嚴
三
論
法
相
所
立
の
教
門
を
列
て
︑
皆
染
淨
對
治
の
教
と
名

く
︒
︶

こ
の
中
の
﹁
宗
鏡
ノ

中
ニ

具
ニ

列
テ

㆓

眞
言
法
花
華
嚴
三
論
法
相
所
立
ノ

教
門
ヲ

㆒

皆
名
ク

㆓

染
淨
對
治
ノ

之
教
ト

㆒

︒
﹂
︵
宗
鏡
の
中
に
具
に
︑
眞

言
法
花
華
嚴
三
論
法
相
所
立
の
教
門
を
列
て
︑
皆
染
淨
對
治
の
教
と
名
づ
く
︒
︶
は
上
述
し
た
よ
う
に
千
葉
氏
が
﹃
見
性
成
仏
論
﹄

に
つ
い
て
指
摘
し
た
箇
所
で
あ
る
︒
し
か
し
︑
実
際
の
金
沢
文
庫
所
蔵
﹃
見
性
成
仏
論
﹄
に
は
︑
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
︒

｢

故
ニ

宗
鏡
ニ
ハ

三
論
法
相
華
嚴
等
ノ

宗
ヲ
ハ

染
□
對
治チ

ノ

教
ト

イ
ヘ
リ(

)

﹂
︵
□
は
判
読
不
明
︶
︵
故
に
︑
﹃
宗
鏡
﹄
に
は
︽
三
論
法
相
華
嚴

14

等
の
宗
を
ば
染
□
對
治
の
教
︵
え
︶
と
云
へ
り
︒
︾
︶

さ
て
︑
こ
の
一
文
に
つ
い
て
三
つ
の
重
要
な
こ
と
を
記
さ
ね
ば
な
ら
な
い
︒

ま
ず
一
つ
は
︑
﹃
見
性
成
仏
論
﹄
の
原
文
か
ら
判
読
不
能
で
あ
っ
た
﹁
染
﹂
の
後
の
一
文
字
が
﹁
淨
﹂
で
あ
る
こ
と
が
︑
﹃
顕
密
問

答
鈔
﹄
に
よ
り
判
明
し
た
こ
と
で
あ
る
︒

二
つ
目
は
﹁
﹃
宗
鏡
﹄
に
は
﹂
と
あ
る
が
︑
﹃
宗
鏡
録
﹄
百
巻
の
中
に
該
当
す
る
部
分
が
見
当
た
ら
な
い
︒
恐
ら
く
﹃
宗
鏡
録
﹄
第

三
と
第
三
八
の
次
の
部
分
を
﹃
見
性
成
仏
論
﹄
の
作
者
が
一
文
に
ま
と
め
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
︒
︵
傍
線
筆
者
︶

①
﹃
宗
鏡
録
﹄
第
三
﹁
夫
教
明
一
切
萬
法
︒
至
理
虚
玄
︒
非
有
無
之
詮
虚
自
他
之
性
︒
若
無
一
法
自
體
︒
云
何
立
宗
︒
答
︒
若
不
立

宗
︒
學
何
歸
趣
︒
若
論
自
他
有
無
︒
皆
是
衆
生
識
心
分
別
︒
是
對
治
門
︒
從
相
待
有
︒
法
身
自
體
︒
中
實
理
心
︒
豈
同
幻
有
︒
不
隨

幻
無
︒
﹂
︵
若
し
自
他
︑
有
無
を
論
ぜ
ば
︑
皆
な
是
れ
衆
生
の
識
心
分
別
な
り
︒
是
れ
對
治
門
な
り
︒
︶
︵
﹃
大
正
蔵
﹄
四
八
︑
四
二
八
上
︶

②
﹃
宗
鏡
録
﹄
第
三
﹁
宗
密
禪
師
釋
云
︒
大
乘
經
教
︒
統
唯
三
宗
︒
一
法
相
宗
︒
二
破
相
宗
︒
三
法
性
宗
︒
﹂
︵
宗
密
禪
師
釋
し
て
云
く
︑

大
乘
經
教
は
唯
だ
三
宗
を
統
べ
る
︒
一
に
法
相
宗
︒
二
に
破
相
宗
︒
三
に
法
性
宗
︒
︶
︵
﹃
大
正
蔵
﹄
四
八
︑
四
四
〇
上
︶

③
﹃
宗
鏡
録
﹄
第
三
八
﹁
此
猶
約
對
治
教
中
︒
為
被
物
轉
者
︒
方
便
言
轉
︒
若
直
見
心
性
之
人
︒
既
無
所
轉
之
物
︒
亦
無
能
轉
之
智
︒

總
上
十
玄
門
︒
皆
於
此
唯
心
迴
轉
門
︒
成
就
︒
﹂
︵
此
れ
猶
お
對
治
の
教
の
中
に
約
す
︒
物
に
轉
ぜ
ら
る
る
者
の
為
に
︑
方
便
し
て
轉
と
言

『

見
性
成
仏
論
﹄
と
﹃
顕
密
問
答
鈔
﹄
の
﹁
禅
門
の
人
﹂
の
関
係
に
つ
い
て
︵
古
瀬
︶

六



う
︒
︶
︵
﹃
大
正
蔵
﹄
四
八
︑
六
四
四
上
︶

宗
密
の
理
解
で
は
︑
大
乗
経
教
に
は
三
宗
あ
り
︑
一
に
法
相
宗
︑
二
に
破
相
宗
つ
ま
り
三
論
宗
︑
三
に
法
性
宗
つ
ま
り
華
厳
宗
で

あ
る
︒
﹃
見
性
成
仏
論
﹄
の
作
者
が
︑
宗
密
の
云
う
三
宗
を
大
乗
の
代
表
と
し
て
列
挙
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
︒
ま
た
︑
教
が
︑
衆
生

が
心
の
中
に
抱
い
た
間
違
っ
た
見
方
︵
分
類
す
る
︶
を
押
さ
え
込
む
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
か
ら
対
治
門
で
あ
り
︑
心
は
そ
の
ま

ま
悟
り
で
あ
る
︑
と
す
る
禅
宗
と
は
異
な
る
こ
と
を
説
く
意
図
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
︒

三
つ
目
に
﹃
顕
密
問
答
鈔
﹄
で
は
︑
﹃
見
性
成
仏
論
﹄
に
は
な
い
﹁
眞
言
﹂
と
﹁
法
花
﹂
の
二
宗
を
加
え
︑
更
に
そ
の
順
序
を

﹁
眞
言
﹂
︑
﹁
法
花
﹂
︑
﹁
華
嚴
﹂
︑
﹁
三
論
﹂
︑
﹁
法
相
﹂
に
変
え
て
い
る
︒
﹃
見
性
成
仏
論
﹄
で
は
﹁
三
論
﹂
︑
﹁
法
相
﹂
︑
﹁
華
嚴
﹂
の
順
序

に
書
い
て
あ
る
が
︑
そ
れ
ら
に
優
劣
を
つ
け
て
い
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
︒
な
ぜ
な
ら
ば
︑
﹃
見
性
成
仏
論
﹄
の
主
な
内
容
が
﹁
教

外
別
伝
﹂
で
あ
り
︑
教
と
禅
の
違
い
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
︑
﹁
三
論
﹂
︑
﹁
法
相
﹂
︑
﹁
華
嚴
﹂
の
優
劣
を
追
究
し
て
い

る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
︒
但
し
︑
﹃
見
性
成
仏
論
﹄
に
は
次
の
よ
う
に
禅
宗
以
外
の
宗
派
を
小
乗
︑
権
大
乗
︑
実
大
乗
と
区
別
し
て

い
る
︒

｢

こ
こ
に
︑
本
朝
に
傳
へ
果
た
せ
る
は
︑
八
宗
並
び
に
禅
宗
な
り
︒
成
實
と
倶
舎
と
律
と
は
小
乗
宗
な
り
︒
法
相
と
三
論
と
は
こ

れ
權
大
乗
の
宗
︒
華
嚴
と
天
台
︵
と
︶
眞
言
と
は
︑
こ
れ
實
大
乗
の
宗
︒
禅
宗
︑
こ
れ
大
小
兩
乗
の
他
お
い
て
︑
権
實
二
宗
の
う
ち

に
あ
ら
ず
︒
故
に
︑
教
外
の
別
傳
︑
不
立
文
字
の
宗
︵
と
︶
名
づ
く
︒
亜
瞬
︑
相
︹
と
︺
傳
の
法
と
言
へ
り(

)

︒
﹂

15

『

顕
密
問
答
鈔
﹄
で
﹁
眞
言
﹂
を
最
初
に
列
し
て
い
る
こ
と
は
︑
千
葉
氏
が
﹁
眞
言
密
教
側
の
優
位
性
を
説
い
て
い
る(

)

︒
﹂
と
分
析

16

し
て
い
る
通
り
で
あ
ろ
う
︒
ま
た
︑
﹃
見
性
成
仏
論
﹄
で
は
教
と
禅
の
違
い
を
主
張
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
︑
﹃
顕
密
問
答
鈔
﹄

で
は
︑
そ
の
教
の
優
劣
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
こ
と
は
︑
最
初
か
ら
禅
の
考
え
方
を
否
定
し
て
い
る
と
理
解
で
き
る
︒

と
こ
ろ
で
︑
上
記
以
外
に
﹃
顕
密
問
答
鈔
﹄
に
は
﹃
見
性
成
仏
論
﹄
を
熟
読
し
て
い
た
可
能
性
を
強
く
示
す
箇
所
を
あ
げ
て
み
た

『

見
性
成
仏
論
﹄
と
﹃
顕
密
問
答
鈔
﹄
の
﹁
禅
門
の
人
﹂
の
関
係
に
つ
い
て
︵
古
瀬
︶

七



い
︒
﹃
顕
密
問
答
鈔
﹄
で
は
第
二
の
問
い
に
対
し
︑
答
者
が
答
え
る
中
に
︑

｢

大
師
釋
ニ

云
ク

︒
以
㆓

西
天
ノ

佛
心
ヲ

㆒

印
ス

㆓

東
土
ノ

之
心
佛
ヲ

㆒

︒
曹
鶏
玄
旨
ノ

宗
ハ

屬
㆓

在
ス

應
機
ノ

者
ノ
ニ

㆒

︻
未
タ

㆑

見
㆓

正
文
ヲ

㆒
(

)

︼
﹂

17

︵
大
師
釋
に
云
く
︑
︽
西
天
の
佛
心
を
以
て
東
土
の
心
佛
を
印
す
︒
曹
鶏
玄
旨
の
宗
は
應
機
の
者
に
屬
在
す
︾
︻
未
だ
正
文
を
見
ず
︼
︶

と
記
述
し
て
い
る
が
︑
こ
れ
は
ま
さ
し
く
﹃
見
性
成
仏
論
﹄
か
ら
の
引
用
で
あ
る
︒
そ
れ
は
︑

｢

弘
法
大
師
は
︑
西
天
の
佛
心
を
以
て
東
土
の
佛
心
を
印
す
︒
曹
谿
玄
旨
の
宗
を
ば
應
機
の
者
に
属
在
す
︑
と
云
へ
り(

)

︒
﹂

18

で
あ
る
︒
但
し
︑
﹃
見
性
成
仏
論
﹄
の
﹁
東
土
の
佛
心
﹂
が
﹃
顕
密
問
答
鈔
﹄
で
は
﹁
東
土
の
心
佛
﹂
に
変
わ
っ
て
い
る
︒
頼
瑜
が

恣
意
的
に
変
え
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
︒
さ
て
︑
こ
こ
で
言
う
弘
法
大
師
︵
ぐ
ほ
う
だ
い
し
︶
は
日
本
の
真
言
宗
祖
師
の
空
海
を

示
し
て
い
る
の
で
は
な
く
︑
十
世
紀
頃
の
朝
鮮
僧
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
︒
﹃
禅
学
大
辞
典
﹄
に
よ
れ
ば
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い

る
︒

｢

弘
法
は
諡
号
で
︑
諱
も
生
没
年
も
不
詳
︒
十
二
歳
で
剃
髪
し
︑
景
順
王
の
三
年
︵
九
一
九
︶
に
北
山
摩
訶
岬
壇
で
具
足
戒
を
受

く
︒
後
︑
入
唐
参
禅
し
て
帰
国
し
︑
成
宗
よ
り
大
禅
師
号
︑
穆
宗
よ
り
玉
円
光
遍
照
国
師
号
を
受
け
︑
奉
恩
寺
に
住
す
︒
ま
た
︑

開
天
山
淨
土
寺
︵
忠
清
北
道
忠
州
郡
︶
の
住
持
と
な
る
︒
寂
後
︑
弘
法
と
諡
さ
れ
る(

)

︒
﹂

19

弘
法
に
つ
い
て
は
︑
﹃
朝
鮮
金
石
總
覧
﹄
︵
上
︶
に
︑
﹁
大
宋
高
麗
國
中
原
府
開
天
山
淨
土
寺
圓
光
遍
照
弘
法
大
禪
師(

)

﹂
と
あ
り
︑

20

僧
と
し
て
著
名
な
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
が
理
解
で
き
る
︒
さ
ら
に
︑
弘
法
に
つ
い
て
は
日
本
の
愚
中
︵
？
袞
一
七
三
七
︶
の
﹃
大
通

禅
師
語
録
﹄
巻
四
に
︑

｢

元
哉
説
︒
嘗
て
聞
く
︒
弘
法
︑
元
師
に
勧
め
て
云
く
︑
當
に
西
天
︵
の
︶
佛
心
を
以
て
東
土
︵
の
︶
佛
心
に
印
す
べ
し
と
︒
此
れ

に
由
り
て
曰
く
︑
竺
土
︵
の
︶
大
仙
︵
の
︶
心
︑
東
西
の
密
に
相
付
す
る(

)

は
是
れ
に
あ
ざ
ら
る
こ
と
莫
し
︒
元
哉
こ
れ
を
勉
べ
︒
右
︑

21

符
契
侍
者
の
爲
に
述
べ
︑
爾
云
う(

)

︒
﹂
︵
筆
者
訓
読
︶

22

と
あ
り
︑
朝
鮮
僧
︑
弘
法
大
師
︵
ぐ
ほ
う
だ
い
し
︶
の
こ
と
ば
は
︑
﹃
見
性
成
仏
論
﹄
成
立
の
鎌
倉
期
か
ら
愚
中
の
著
し
た
江
戸
時

『

見
性
成
仏
論
﹄
と
﹃
顕
密
問
答
鈔
﹄
の
﹁
禅
門
の
人
﹂
の
関
係
に
つ
い
て
︵
古
瀬
︶

八



代
ま
で
伝
え
知
ら
れ
て
い
た
事
実
が
理
解
で
き
る
︒
果
た
し
て
︑
﹃
見
性
成
仏
論
﹄
の
作
者
が
何
に
よ
っ
て
朝
鮮
僧
︑
弘
法
大
師
の

こ
と
ば
を
引
用
し
た
の
か
︑
残
念
な
が
ら
筆
者
に
は
未
だ
判
明
で
き
て
い
な
い
︒
し
か
し
︑
﹃
見
性
成
仏
論
﹄
の
作
者
が
朝
鮮
か
ら

の
書
物
に
も
目
を
通
し
て
い
た
こ
と
は
︑
国
外
の
仏
教
に
も
関
心
が
あ
り
︑
そ
れ
ら
を
入
手
で
き
る
環
境
に
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て

い
る
︒

と
も
あ
れ
︑
頼
瑜
は
︑
朝
鮮
僧
︑
弘
法
大
師
の
存
在
を
知
ら
ず
に
︑
﹃
見
性
成
仏
論
﹄
に
あ
る
﹁
弘
法
大
師
﹂
を
日
本
の
弘
法
大

師
空
海
の
こ
と
と
誤
認
し
て
︑
﹁
大
師
釋
ニ

云
ク

﹂
︵
大
師
の
釋
に
云
く
︶
と
記
述
し
た
の
で
あ
ろ
う
︒
ま
た
︑
彼
は
︑
空
海
の
著
作
を

調
べ
て
︑
該
当
す
る
文
が
見
当
た
ら
な
い
の
で
︑
﹁
︻
未
タ

㆑

見
㆓

正
文
ヲ

㆒

︼
﹂
︵
未
だ
正
文
を
見
ず
︶
と
記
し
た
の
で
あ
ろ
う
︒

と
こ
ろ
で
︑
前
述
の
問
者
の
﹃
見
性
成
仏
論
﹄
の
引
用
部
分
に
し
て
も
︑
頼
瑜
の
引
用
箇
所
は
実
に
正
確
で
あ
り
︑
口
伝
え
に
知

っ
た
と
い
う
よ
り
も
︑
﹃
見
性
成
仏
論
﹄
を
側
に
置
い
て
記
述
し
て
い
た
こ
と
が
推
測
で
き
る
︒
当
時
︑
真
言
僧
の
頼
瑜
に
と
っ
て

も
無
視
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
テ
キ
ス
ト
で
あ
っ
た
こ
と
が
想
像
に
難
く
な
い
︒

三
︑
﹃
顕
密
問
答
鈔
﹄
の
﹁
禅
門
の
人
﹂
と
﹃
見
性
成
仏
論
﹄
の
思
想
的
共
通
点

次
に
︑
﹃
見
性
成
仏
論
﹄
と
﹃
顕
密
問
答
鈔
﹄
の
思
想
的
に
共
通
す
る
部
分
を
取
り
上
げ
て
み
よ
う
︒

ま
ず
︑
﹃
顕
密
問
答
鈔
﹄
の
﹁
禅
門
の
人
﹂
の
こ
と
ば
で
あ
る
︒

｢

爰
ニ

知
ヌ

諸
教
ハ

皆
明
シ
テ

㆓

心
相
ノ

之
智
斷
ヲ

㆒

未
㆑

示
㆓

心
性
ノ

之
本
佛
ヲ

㆒

︒
既
ニ

悟
レ
ハ

㆓

心
體
ヲ

㆒

不
㆑

受
㆓

迷
悟
ヲ

㆒

不
シ
テ

㆑

用
㆓

斷
證
ヲ

㆒

而
得
㆓

出
離
ス
ル
コ
ト
ヲ

㆒

︒
教
外
ニ

別
ニ

傳
フ

㆓

相
外
ノ

體
ヲ

㆒

︒
故
祖
師
ノ

云
︒
不
㆑

立
㆓

文
字
ヲ

㆒

不
㆑

假
㆓

方
便
ヲ

㆒

︒
直
ニ

指
㆓

人
心
ヲ

㆒

見
性

成
佛
ス

︒
所
㆑

謂
禪
門
也
云
云(

)

﹂
︵
爰
に
知
ん
ぬ
︒
諸
教
は
皆
心
相
の
智
斷
を
明
か
し
て
︑
未
︵
だ
︶
心
性
の
本
佛
を
示
︵
さ

23

ず
︶
︒
既
に
心
體
を
悟
れ
ば
︑
迷
悟
を
受
け
ず
︒
斷
證
を
用
ず
し
て
︑
而
も
出
離
す
る
こ
と
を
得
︒
教
外
に
別
に
相
外
の
體
を

『

見
性
成
仏
論
﹄
と
﹃
顕
密
問
答
鈔
﹄
の
﹁
禅
門
の
人
﹂
の
関
係
に
つ
い
て
︵
古
瀬
︶

九



傳
ふ
︒
故
︵
に
︶
︑
祖
師
の
云
く
︽
文
字
を
立
ず
︑
方
便
を
假
ら
ず
︒
直
に
人
心
を
指
︵
し
て
︶
見
性
成
佛
す
︒
謂
う
所
の
禪

門
な
り
︒
︾
云
云
︶

こ
の
中
で
︑

｢

諸
教
ハ

皆
明
シ
テ

㆓

心
相
ノ

之
智
斷
ヲ

㆒

未
㆑

示
㆓

心
性
ノ

之
本
佛
ヲ

㆒

既
ニ

㆓

悟
レ
ハ

㆓

心
體
ヲ

㆒

不
㆑

受
㆓

迷
悟
ヲ

㆒

不
シ
テ

㆑

用
㆓

斷
證
ヲ

㆒

而
得
㆓

出

離
ス
ル
コ
ト
ヲ

㆒

︒
﹂
︵
諸
教
は
皆
心
相
の
智
斷
を
明
し
て
未
だ
心
性
の
本
佛
を
示
︵
さ
ず
︶
︒
既
に
心
體
を
悟
れ
ば
︑
迷
悟
を
受
ず
︒

斷
證
を
用
ず
し
て
︑
而
も
出
離
す
る
こ
と
を
得
︒
︶

は
︑
﹃
見
性
成
仏
論
﹄
の
次
の
部
分
な
ど
に
比
定
で
き
よ
う
︒

｢

所
断
の
煩
惱
は
四
住
五
住
に
分
か
れ
︑
能
断
の
觀
智
は
︑
二
觀
三
觀
に
異
な
れ
ど
︑
断
惑
證
理
の
教
へ
滅
罪
生
善
の
は
か
り

ご
と
は
︑
大
乘
︹
の
︺
小
乘
︵
の
︶
掟
︑
権
宗
實
宗
の
習
い
な
り(

)

﹂
24

｢

真
に
︑
権
宗
實
宗
異
な
れ
ば
︑
能
詮
所
詮
似
ざ
れ
ど
も
出
離
生
死
の
お
き
て
に
は
︑
断
迷
開
悟
︵
を
︶
教
へ
入
證
︵
す
︶
︒
︹
槃

涅
︺
︵
涅
槃
︶
の
道
に
は
遠
塵
離
垢
述
べ
た
ま
へ
り(

)

︒
﹂

25

ま
た
︑
前
記
の

｢

未
㆑

示
㆓

心
性
ノ

之
本
佛
ヲ

㆒
(

)

﹂
︵
未
だ
心
性
の
本
佛
を
示
︵
さ
ず
︶
︒
︶

26

は
︑
教
で
は
自
分
自
身
の
佛
を
持
た
な
い
︑
と
の
意
味
で
﹃
見
性
成
仏
論
﹄
の
以
下
の
部
分
に
説
明
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
︒

｢

何
ぞ
必
ず
身
長
丈
六
に
し
て
︑
紫
磨
金
輝
く
な
る
を
︑
遍
知
縛
伽
と
言
ひ
︑
項
偑
圓
光
に
し
て
廣
長
舌
相
な
る
を
の
み
如
来

世
尊
と
い
は
む
︒
凡
そ
諸
有
相
皆
是
虛

妄
と
述
べ
た
り
︒
自
性
の
真
佛
を
持
ち
て
佛
と
せ
よ(

)

︒
﹂

27

更
に
︑
﹃
顕
密
問
答
鈔
﹄
の

｢

既
ニ

悟
レ
ハ

㆓

心
體
ヲ

㆒

不
㆑

受
㆓

迷
悟
ヲ

㆒

不
シ
テ

㆑

用
㆓

斷
證
ヲ

㆒

而
得
㆓

出
離
ス
ル
コ
ト
ヲ

㆒

︒
教
外
ニ

別
ニ

傳
フ

㆓

相
外
ノ

體
ヲ

㆒
(

)

︒
﹂
︵
既
に
心
體
を

28

『

見
性
成
仏
論
﹄
と
﹃
顕
密
問
答
鈔
﹄
の
﹁
禅
門
の
人
﹂
の
関
係
に
つ
い
て
︵
古
瀬
︶

一
〇



悟
れ
ば
︑
迷
悟
を
受
け
ず
︒
斷
證
を
用
い
ず
し
て
︑
而
も
出
離
す
る
こ
と
を
得
︒
教
外
に
別
に
相
外
の
體
を
傳
ふ
︒
︶

は
︑
﹃
見
性
成
仏
論
﹄
の
以
下
の
文
に
詳
し
く
解
釈
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
︒

｢

然
り
と
い
へ
ど
︑
道
︑
元
を
尋
ぬ
れ
ば
︑
諸
佛
金
口
の
甘
露
衆
生
乃
心
の
良
薬
な
り
︒
然
れ
ば
︑
出
離
生
死
の
弄
引
︑
入
證

菩
提
の
方
便
な
り
︒
こ
こ
に
︑
本
朝
に
傳
へ
果
た
せ
る
は
︑
八
宗
並
び
に
禅
宗
な
り
︒
成
實
と
倶
舎
と
律
と
は
小
乗
宗
な
り
︒

法
相
と
三
論
と
は
こ
れ
權
大
乗
の
宗
︒
華
嚴
と
天
台
︵
と
︶
眞
言
と
は
︑
こ
れ
實
大
乗
の
宗
︒
禅
宗
︑
こ
れ
大
小
兩
乗
の
他
お

い
て
︑
権
實
二
宗
の
う
ち
に
あ
ら
ず
︒
故
に
︑
教
外
の
別
傳
︑
不
立
文
字
の
宗
︵
と
︶
名
づ
く
︒
亜
瞬
︑
相
︹
と
︺
傳
の
法
と

言
へ
り(

)

︒
﹂

29

こ
こ
で
は
︑
﹃
顕
密
問
答
鈔
﹄
の
﹁
禅
門
の
人
﹂
と
﹃
見
性
成
仏
論
﹄
の
作
者
の
仏
教
に
対
す
る
考
え
方
が
ど
ち
ら
も
﹁
教
外
別

伝
﹂
で
あ
る
こ
と
が
明
確
に
書
か
れ
て
い
る
︒
更
に
﹃
顕
密
問
答
鈔
﹄
の
﹁
禅
門
の
人
﹂
は
﹃
首
楞
厳
経
﹄
の
引
用
文
を
挙
げ
た
後
︑

次
の
よ
う
に
述
べ
る
︒

｢

故
知
ヌ

眞
知
ノ

之
體
見
性
ノ

之
義
ハ

是
レ

教
外
別
傳
ニ
シ
テ

永
ク

異
㆓

諸
教
ニ

㆒

也
云
云(

)

﹂
︵
故
に
知
ぬ
︒
眞
知
の
體
︑
見
性
の
義
は
︑
是
︑

30

教
外
別
傳
に
し
て
︑
永
く
諸
教
に
異
な
れ
り
︒
云
云
︶

と
こ
ろ
で
︑
日
蓮
︵
一
二
二
二
袞
一
二
八
二
︶
は
遺
文
の
中
で
大
日
房
能
忍
の
禅
が
﹁
教
外
別
伝
﹂
で
あ
る
と
以
下
に
明
言
し
て
い

る
︒
︵
傍
線
筆
者
︶

『

教
機
時
国
鈔
﹄
日
蓮
︑
弘
長
二
年
︵
一
二
六
二
︶

｢

建
仁
ヨ
リ

已
來
于
㆑

今
五
十
餘
年
之
間
大
日
佛
陀
弘
メ

㆓

禪
宗
ヲ

㆒

︑
法
然
・
隆
寛
興
シ

㆓

淨
土
宗
ヲ

㆒

︑
破
シ
テ

㆓

實
大
乘
ヲ

㆒

付
キ

㆓

權
宗

ニ
㆒

︑
捨
テ
仭

㆓

一
切
經
ヲ

㆒

立
ツ

㆓

教
外
ヲ

㆒

譬
ハ

如
シ

㆓

捨
テ
仭

㆑

珠
ヲ

取
リ

㆑

石
ヲ

離
レ
テ

㆑

地
ヲ

登
ル
カ

㆒
㆑

空
ニ
(

)

︒
﹂
︵
建
仁
よ
り
已
來
︑
今
こ
に
お

31

い
て
五
十
餘
年
の
間
︑
大
日
︑
佛
陀(

)

禪
宗
を
弘
め
︑
法
然
・
隆
寛
淨
土
宗
を
興
し
︑
實
大
乘
を
破
し
て
權
宗
に
付
き
︑
一
切
經

32

『

見
性
成
仏
論
﹄
と
﹃
顕
密
問
答
鈔
﹄
の
﹁
禅
門
の
人
﹂
の
関
係
に
つ
い
て
︵
古
瀬
︶

一
一



を
捨
て
て
教
外
を
立
つ
︒
譬
へ
ば
︑
珠
を
捨
て
て
石
を
取
り
︑
地
を
離
れ
て
空
に
登
る
が
如
し
︒
︶

『

開
目
鈔
﹄
日
蓮
︑
文
永
九
年
︵
一
二
七
二
︶

｢

建
仁
年
中
に
法
然
・
大
日
の
二
人
出
來
し
て
念
佛
宗
・
禪
宗
を
興
行
す
︒
︵
中
略
︶
大
日
云
ク

教
外
別
傳
等
云
云
︒
此
兩
義
國

土
に
充
滿
せ
り
︒
天
台
眞
言
の
學
者
等
︑
念
佛
・
禪
の
檀
那
に
へ
つ
ら
い
︑
を
そ
る
仭

事
︑
犬
の
主
に
を
を
ふ
り
︑
ね
づ
み
の

貓
を
を
そ
る
る
が
ご
と
し
︒
國
王
將
軍
に
み
や
つ
か
ひ
︑
破
佛
法
ノ

因
縁
・
破
國
ノ

因
縁
を
能
ク

説
キ

能
ク

か
た
る
な
り(

)

︒
﹂

33

『

佐
渡
御
書
﹄
日
蓮
︑
文
永
九
年
︵
一
二
七
二
︶

｢

法
然
が
一
類
︑
大
日
が
一
類
︑
念
佛
宗
禪
宗
と
號
し
て
︑
法
華
經
に
捨
閉
閣
抛
の
四
字
を
副
へ
て
制
止
を
加
て
權
經
の
彌
陀

稱
名
計
を
取と

り

立た

て

︑
教
外
別
傳
と
號
し
て
法
華
經
を
月
を
さ
す
指
︑
只
文
字
を
か
ぞ
ふ
る
な
ん
ど
笑
ふ
者
は
︑
六
師
が
末
流
の
佛

教
の
中
に
出
來
せ
る
な
る
べ
し(

)

︒
﹂

34

つ
ま
り
︑
日
蓮
遺
文
に
書
か
れ
た
大
日
房
能
忍
の
禅
は
﹁
教
外
別
伝
﹂
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
︒
﹃
顕
密
問
答
鈔
﹄
の

﹁
禅
門
の
人
﹂
は
達
磨
が
他
宗
よ
り
﹁
高
い
﹂
と
い
う
︒
こ
れ
は
﹃
悲
想
伝
授
抄
﹄
の
大
日
房
能
忍
が
︑
達
磨
宗
が
他
宗
を
﹁
超
え

る
﹂
と
い
う
こ
と
と
同
じ
で
あ
り
︑
明
ら
か
に
﹁
教
外
別
伝
﹂
を
意
味
し
て
い
る
︒
従
っ
て
﹃
顕
密
問
答
鈔
﹄
の
﹁
禅
門
の
人
﹂
が

大
日
房
能
忍
で
あ
る
可
能
性
が
極
め
て
高
い
︒
ま
た
︑
﹃
見
性
成
仏
論
﹄
は
主
題
が
︵
表
題
と
は
異
な
る
︶
﹁
教
外
別
伝
﹂
で
あ
り
︑
そ

の
作
者
は
大
日
房
能
忍
の
可
能
性
が
十
分
に
考
え
ら
れ
る
︒

次
に
︑
﹃
顕
密
問
答
鈔
﹄
の
中
に
︑
﹃
見
性
成
仏
論
﹄
で
は
見
ら
れ
な
い
こ
と
ば
等
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
よ
う
︒

ま
ず
一
つ
目
は
︑
﹃
顕
密
問
答
鈔
﹄
で
示
さ
れ
る
菩
提
達
磨
の
四
つ
の
標
語
に
つ
い
て
で
あ
る
︒

｢

教
外
ニ

別
ニ

傳
フ

㆓

相
外
ノ

體
ヲ

㆒

︒
故
祖
師
ノ

云
︒
不
㆑

立
㆓

文
字
ヲ

㆒

不
㆑

假
㆓

方
便
ヲ

㆒

︒
直
ニ

指
㆓

人
心
ヲ

㆒

見
性
成
佛
ス

︒
所
㆑

謂
禪
門

也
云
云(

)

﹂
︵
外
に
別
に
相
外
の
體
を
傳
ふ
︒
故
︵
に
︶
︑
祖
師
の
云
く
︽
文
字
を
立
ず
︑
方
便
を
假
り
ず
︒
直
に
人
心
を
指

35

『

見
性
成
仏
論
﹄
と
﹃
顕
密
問
答
鈔
﹄
の
﹁
禅
門
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人
﹂
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関
係
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い
て
︵
古
瀬
︶

一
二



︵
て
︶
見
性
成
佛
す
︒
謂
う
所
の
禪
門
な
り
︒
︾
云
云
︶

こ
れ
に
対
し
︑
﹃
見
性
成
仏
論
﹄
で
は
︑

｢

禅
宗
︑
こ
れ
大
小
兩
乗
の
他
お
い
て
︑
権
實
二
宗
の
う
ち
に
あ
ら
ず
︒
故
に
︑
教
外
の
別
傳
︑
不
立
文
字
の
宗
︵
と
︶
名
づ

く
︒
亜
瞬
︑
相
︹
と
︺
傳
の
法
と
言
へ
り(

)

︒
﹂

36

と
︑
﹃
見
性
成
仏
論
﹄
で
は
﹁
教
外
別
伝
﹂
と
﹁
不
立
文
字
﹂
の
標
語
は
示
さ
れ
て
い
る
が
︑
﹁
直
指
人
心
﹂
︑
﹁
見
性
成
仏
﹂
の
言
葉

は
示
さ
れ
て
い
な
い
︒
現
存
す
る
金
沢
文
庫
所
蔵
﹃
見
性
成
仏
論
﹄
に
は
中
欠
部
分
が
あ
り
︑
も
し
か
す
る
と
︑
そ
の
部
分
に
直
指

人
心
︑
見
性
成
仏
の
言
葉
が
書
か
れ
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い(

)

︒
ま
た
︑
﹃
見
性
成
仏
論
﹄
が
比
較
的
平
易
な
言
葉
を

37

用
い
て
説
い
て
い
る
の
に
対
し
︑
﹃
顕
密
問
答
鈔
﹄
は
よ
り
硬
い
表
現
で
書
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
︑
現
存
す
る
﹃
見
性
成
仏
論
﹄

と
は
別
に
︑
同
じ
作
成
者
に
よ
る
達
磨
大
師
の
四
つ
の
標
語
︑
﹁
教
外
別
伝
・
不
立
文
字
・
直
指
人
心
・
見
性
成
仏
﹂
に
つ
い
て
詳

し
く
論
じ
た
テ
キ
ス
ト
が
存
在
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
︒
但
し
︑
﹃
見
性
成
仏
論
﹄
に
は
表
題
が
﹁
見
性
成
仏
論
﹂
に
も
関
わ
ら
ず
︑

﹁
見
性
す
れ
ば
成
仏
﹂
な
ど
の
記
述
が
一
切
見
ら
れ
な
い(

)

︒
﹃
見
性
成
仏
論
﹄
で
は
達
磨
大
師
の
四
つ
の
標
語
の
う
ち
︑
外
的
内
容
を

38

示
す
﹁
教
外
別
伝
﹂
︑
﹁
不
立
文
字
﹂
に
は
追
究
し
て
い
る
が
︑
内
的
内
容
を
示
す
﹁
直
指
人
心
﹂
︑
﹁
見
性
成
仏
﹂
ま
で
問
答
を
深
め

て
い
な
い
︒
一
方
︑
﹃
顕
密
問
答
鈔
﹄
の
﹁
禅
門
の
人
﹂
は
﹃
見
性
成
仏
論
﹄
よ
り
さ
ら
に
進
め
て
達
磨
大
師
の
四
つ
の
標
語
を
全

て
取
り
入
れ
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
︒

二
つ
目
は
︑
﹃
顕
密
問
答
鈔
﹄
に
あ
る
﹁
鼠
婁
栗
﹂
の
こ
と
ば
で
あ
る
︒

｢

禪
宗
ニ

亦
云
ク

︒
顯
密
ノ

二
藏
ハ

如
㆓

鼠
婁
栗
ノ

㆒

︒
秘
藏
亦
從
㆓

因
ノ

中
㆒

入
ル
カ

㆓

心
宗
ニ

㆒

故
ニ
(

)

︒
﹂
︵
禪
宗
に
亦
云
く
︑
顯
密
の
二
藏

40

は
鼠
婁
栗
の
如
し
︒
祕
藏
亦
因
の
中
に
從
っ
て
︑
心
宗
に
入
る
が
故
に
︒
︶

｢

顕
密
二
蔵
は
鼠
が
殻
は
そ
の
ま
ま
で
栗
の
中
身
だ
け
を
食
べ
る
の
よ
う
な
も
の
﹂
の
意
味
で
あ
ろ
う
か
︒
﹁
鼠
婁
栗
﹂
は
﹃
見
性

『

見
性
成
仏
論
﹄
と
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顕
密
問
答
鈔
﹄
の
﹁
禅
門
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人
﹂
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関
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て
︵
古
瀬
︶
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成
仏
論
﹄
に
は
見
ら
れ
な
い
こ
と
ば
で
あ
る
︒
﹁
禪
宗
に
亦
云
く
﹂
と
あ
る
の
で
︑
禅
語
録
等
で
使
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
が
︑

未
だ
筆
者
は
そ
の
典
拠
を
突
き
止
め
て
い
な
い
︒
﹁
鼠
婁
栗
﹂
は
﹃
大
乘
集
玄
論(

)

﹄
に
﹁
不
空
仮
名
宗
﹂
の
教
義
を
譬
え
て
使
用
さ

41

れ
て
い
る
︒
﹁
禅
門
の
人
﹂
は
︑
顕
密
二
蔵
の
な
か
で
秘
蔵
と
い
わ
れ
て
い
る
も
の
は
︑
﹁
心
﹂
に
従
っ
て
さ
と
り
を
開
く
こ
と
で
あ

り
︑
そ
れ
は
正
に
心
宗
の
得
悟
の
方
法
で
あ
る
︑
と
言
い
た
い
の
で
あ
ろ
う
か
︒
﹁
心
宗
が
顕
密
の
二
蔵
を
超
え
て
い
る
﹂
と
す
る

主
張
を
﹁
鼠
婁
栗
﹂
の
喩
え
を
使
っ
て
説
明
し
て
い
る
︒
こ
の
表
現
に
対
し
︑
答
者
の
頼
瑜
が
甚
だ
不
快
感
を
示
し
て
い
る
箇
所
が

以
下
の
通
り
で
あ
る
︒

｢

而
モ

指
シ
テ

㆓

彼
ノ

三
密
有
相
ノ

中
道
ヲ

㆒

類
ス
ル

㆓

鼠
婁
栗
ニ

㆒

理
可
然
ル

乎
︒
痛
狂
ハ

咲
フ

㆑

不
ル
ヲ

㆑

酔
蓋
シ

此
ノ

謂
歟
︒
斯
則
暗
證
禪
師
ノ

所
㆑

致
ス

末
學
邪
禪
ノ

使
シ
ム
ル

㆑

然
ラ

也
︒
︻
妙
學
ノ

釋
ニ

云
ク

︒
若
シ

暗
證
ノ

之
炬
焼
ク

㆓

勝
定
手
ヲ

㆒

云
云
︼
大
罪
大
罪
不
㆑

可
㆑

不
ニ
ハ
ア
ル

㆑

愼
不
㆑

可
㆑

不
㆑

愼(

)

︒
﹂
︵
而
も
彼
の
三
密
有
相
の
中
道
を
指
し
て
︑
鼠
婁
栗
に
類
す
る
理
然
る
べ
き
か
︒
︽
痛
狂
は
酔
わ
ざ
る
を
咲

42

ふ(

)

︒
︾
蓋
し
此
の
謂
か
︒
斯
れ
則
ち
暗
證
禪
師
の
致
す
所
︑
末
學
邪
禪
の
然
ら
使
む
る
な
り
︒
︽
妙
學
の
釋
に
云
く
︒
若
し
暗
證

43の
炬
勝
定
手
を
焼
く
云
云(

)

︾
大
罪
大
罪
︑
愼
ま
ざ
る
に
は
あ
る
べ
か
ら
ざ
る
︒
愼
ま
ざ
る
に
は
あ
る
べ
か
ら
ざ
る
︒
︶

44

頼
瑜
は
︑
﹁
禅
門
の
人
﹂
を
﹁
暗
証
禅
師
﹂
︑
﹁
未
学
邪
禅
﹂
︑
﹁
大
罪
大
罪
﹂
と
評
し
︑
そ
の
慎
み
の
な
い
態
度
を
糾
弾
し
て
い
る
︒

﹃
顕
密
問
答
鈔
﹄
の
﹁
禅
門
の
人
﹂
が
理
論
家
で
あ
る
と
同
時
に
︑
非
難
を
恐
れ
ず
は
っ
き
り
主
張
す
る
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
が
理

解
で
き
る
︒
こ
の
点
に
関
し
て
は
︑
﹃
見
性
成
仏
論
﹄
で
は
必
ず
し
も
一
致
し
て
い
る
と
は
言
え
な
い
が
︑
問
答
の
後
半
で
は
︑
説

示
が
理
解
で
き
な
い
問
者
に
対
し
︑
答
え
る
こ
と
を
止
め
て
し
ま
う
態
度
は
見
ら
れ
る
︒

問
︵
て
︶
曰
︵
く
︶
︒
﹁
如
何
が
是
の
如
く
あ
ら
む
︒
﹂

答
︵
て
︶
曰
︵
く
︶
︒
﹁
如
何
が
心
を
説
く
こ
と
あ
ら
む
︒
﹂

問
︵
て
︶
曰
︵
く
︶
︒
﹁
説
か
ず
ば
︑
如
何
が
さ
と
る
べ
き
︒
﹂

『

見
性
成
仏
論
﹄
と
﹃
顕
密
問
答
鈔
﹄
の
﹁
禅
門
の
人
﹂
の
関
係
に
つ
い
て
︵
古
瀬
︶
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答
︵
て
︶
曰
︵
く
︶
︒
﹁
説
か
ば
︑
如
何
が
さ
と
る
べ
き
︒
﹂

問
︵
て
︶
曰
︵
く
︶
︒
﹁
願
は
く
ば
︑
是
を
説
き
た
ま
へ
︒
一
心
さ
と
り
て
生
死
を
出
む
︒
﹂

答
︵
て
︶
曰
︵
く
︶
︒
﹁
す
で
に
説
き
終
は
む
ぬ
︒
﹂

問
︵
て
︶
曰
︵
く
︶
︒
﹁
未
だ
聞
か
ざ
る
を
や
︑
如
何
が
説
き
終
は
ぬ
と
︑
の
た
ま
え
る
ぞ
や
﹂
︒

答
︵
て
︶
曰
︵
く
︶
︒
﹁
説
く
べ
か
ら
ず
と
言
え
る
は
︑
説
く
に
あ
ら
ず
や
︒
誰
︑
汝
が
是
を
聞
か
ざ
る
な
り
︒
我
が
説
か
ざ
る

に
あ
ら
ず
︒
﹂

問
︵
て
︶
曰
︵
く
︶
︒
﹁
如
何
が
説
か
ざ
る
を
説
く
と
は
︑
心
得
べ
き
︒
﹂

答
︵
て
︶
曰
︵
く
︶
︒
﹁
如
何
が
説
か
ん
を
ば
説
く
と
は
︑
心
得
べ
き
︒
﹂

問
︵
て
︶
曰
︵
く
︶
︒
﹁
も
し
︑
然
ら
ば
︑
こ
の
宗
に
は
説
か
ざ
る
を
も
ち
て
説
け
る
に
す
る
か
や
︒
﹂

答
︵
て
︶
曰
︵
く
︶
︒
﹁
如
何
が
説
か
ざ
る
を
も
ち
て
説
け
る
に
は
す
べ
き
︒
﹂

問
︵
て
︶
曰
︵
く
︶
︒
﹁
も
し
︑
然
ら
ば
︑
是
を
述
べ
た
ま
へ
︒
﹂

答
︵
て
︶
曰
︵
く
︶
︒
﹁
す
で
に
述
べ
終
は
ぬ
︒
汝
が
聞
か
ざ
る
な
り
︒
﹂

問
︵
て
︶
曰
︵
く
︶
︒
﹁
述
べ
ざ
ら
を
ば
如
何
が
聞
く
べ
き
︒
﹂

答
︵
て
︶
曰
︵
く
︶
︒
﹁
述
べ
ば
︑
如
何
が
聞
く
べ
き
︒
述
べ
ざ
る
は
す
で
に
述
べ
つ
る
な
り(

)

︒
﹂

45

ま
た
︑
問
者
の
分
別
す
る
見
方
を
指
摘
す
る
為
に
答
者
が
公
案
の
よ
う
な
こ
と
ば
を
投
げ
か
け
る
︒

問
︵
て
︶
曰
︵
く
︶
︒
﹁
心
性
は
愚
智
に
あ
ら
ず
と
云
は
ば
︑
�

空
木
石
同
じ
く
さ
と
り
無
し
︑
と
や
言
う
べ
き
︒
﹂

答
︵
て
︶
曰
︵
く
︶
︒
﹁
靈
知(

)

︒
﹂

46

『

見
性
成
仏
論
﹄
と
﹃
顕
密
問
答
鈔
﹄
の
﹁
禅
門
の
人
﹂
の
関
係
に
つ
い
て
︵
古
瀬
︶

一
五



問
︵
て
︶
曰
︵
く
︶
︒
﹁
知
有
り
と
云
は
ば
︑
作
意
︑
計
度
有
り
と
や
言
う
べ
き
︒
﹂

答
︵
て
︶
曰
︵
く
︶
︒
﹁
任
運(

)

︒
﹂

47

問
︵
て
︶
曰
︵
く
︶
︒
﹁
何
を
持
ち
て
か
知
る
べ
き
︒
任
運
靈
知
と
い
う
こ
と
を
︒
﹂

答
︵
て
︶
曰
︵
く
︶
︒
﹁
千
度
聞
か
む
よ
り
は
︑
一
度
見
て
こ
れ
を
知
ら
む
︒
﹂

問
︵
て
︶
曰
︵
く
︶
︒
﹁
如
何
し
て
か
こ
れ
を
見
る
べ
き
︒
﹂

答
︵
て
︶
曰
︵
く
︶
︒
﹁
︽
丙
丁
童
子
来
求
火(

)

︾
﹂

48

問
︵
て
︶
曰
︵
く
︶
︒
﹁
こ
の
義
な
を
知
ら
ず
︒
如
何
が
こ
れ
を
心
得
べ
き
︒
早
く
説
き
た
ま
え
︒
﹂

答
︵
て
︶
曰
︵
く
︶
︒
﹁
鉢
の
口
は
上
け
り
︒
袈
裟
の
隅
は
下
れ
り(

)

︒
﹂

49

以
上
︑
﹃
顕
密
問
答
鈔
﹄
の
﹁
禅
門
の
人
﹂
と
﹃
見
性
成
仏
論
﹄
の
作
者
︵
ま
た
は
答
者
︶
の
両
者
に
は
︑
こ
と
ば
の
使
い
方
や
表

現
方
法
に
些
か
の
違
い
は
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
解
っ
た
︒
し
か
し
︑
両
者
の
思
想
的
共
通
点
︵
達
磨
大
師
の
法
︑
特
に
教
外
別
伝
な

ど
︶
が
見
ら
れ
︑
同
一
人
物
あ
る
い
は
極
め
て
関
係
の
深
い
人
物
を
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
︒

四
︑
﹁
禅
門
の
人
﹂
の
仏
典
お
よ
び
禅
語
録
か
ら
の
引
用

『

顕
密
問
答
鈔
﹄
の
﹁
禅
門
の
人
﹂
が
語
る
説
示
の
な
か
で
︑
﹁
云
く
﹂
と
述
べ
て
引
用
文
を
引
き
出
す
箇
所
が
︑
八
ヵ

所
数
え
ら

れ
る
︒
そ
れ
ら
は
︑
﹁
祖
師
の
云
く
﹂
︑
﹁
黄
檗
の
云
う
﹂
︑
﹁
悟
性
論
に
云
く
﹂
︑
﹁
首
楞
厳
に
云
く
﹂
︑
﹁
台
教
に
云
く
﹂
︑
﹁
真
言
宗
に

云
く
﹂
︑
﹁
心
要
に
云
く
﹂
で
あ
る
︒
そ
れ
ぞ
れ
を
抜
き
出
し
て
考
察
し
て
み
よ
う
︒

㈠

｢

故
祖
師
ノ

云
︒
不
㆑

立
㆓

文
字
ヲ

㆒

不
㆑

假
㆓

方
便
ヲ

㆒

︒
直
ニ

指
㆓

人
心
ヲ

㆒

見
性
成
佛
ス

︒
所
㆑

謂
禪
門
也
云
云(

)

﹂
︵
故
に
祖
師
の
云
く
︑

50

『

見
性
成
仏
論
﹄
と
﹃
顕
密
問
答
鈔
﹄
の
﹁
禅
門
の
人
﹂
の
関
係
に
つ
い
て
︵
古
瀬
︶

一
六



︽
文
字
を
立
て
ず
︑
方
便
を
假
り
ず
︒
直
に
人
心
を
指
︵
し
て
︶
見
性
成
佛
す
︒
謂
う
所
︵
の
︶
禅
門
な
り
︒
︾
︶

㈡

｢

黄
蘖
云
︒
断
際
禪
師
也
︒
但
了
ス
レ
ハ

㆓

此
心
ヲ

㆒

既
是
無
心
無
法
ナ
リ

文(

)

﹂
︵
黄
檗
の
云
く
斷
際
禪
師
な
り
︒
︽
但
︑
此
︵
の
︶
心

51

を
了
す
れ
ば
︑
即
ち
是
無
心
無
法
な
り
︒
文
︾
︶

㈢

｢

悟
性
論
ニ

云
︒
夫
レ

眞
見
者
ハ

無
㆓

所
ト
シ
テ

不
云
コ
ト

㆒
㆑

見
亦
無
㆑

所
ル
仭

モ
ノ

㆑

見
︒
見
滿
ツ
レ
ド
モ

㆓

十
方
ニ

㆒

未
タ

㆓

會
テ

有
㆒
㆑

見
︒
何
ヲ

以
ノ

故
ニ

︒
無
キ
カ

㆓

所
見
㆒

故
ニ

︒
見
ル
カ

㆓

無
見
ヲ

㆒

故
ニ

︒
見
ハ

非
ル
カ

㆑

見
ニ

故
ニ

凡
夫
ノ

所
見
ヲ
ハ

皆
名
㆓

妄
想
ト

㆒

︒
若
シ

寂
滅
ニ
シ
テ

無
キ
ヲ

㆑

見

始
テ

名
ク

㆓

眞
見
ト

㆒

︒
心
境
相
對
ス
ル
ト
キ
ハ

見
生
ス

㆓

其
ノ

中
ニ

㆒

文(

)

﹂
︵
﹃
悟
性
論
﹄
に
云
く
︑
︽
夫
れ
︑
眞
見
は
︑
所
と
し
て
見
ず
と
を

52

云
う
こ
と
無
し
︒
亦
見
ら
る
る
も
の
無
し
︒
見
十
方
に
滿
つ
れ
ど
も
︑
未
だ
曾
て
見
有
ら
ず
︒
何
を
以
て
の
故
に
︒
所
見
無
き

が
故
に
︑
無
見
を
見
る
が
故
に
︒
見
は
見
に
非
ら
ざ
る
が
故
に
︒
凡
夫
の
所
見
を
ば
︑
皆
妄
想
と
名
づ
く
︒
若
し
寂
滅
に
し
て

見
無
き
を
始
て
眞
見
と
名
づ
く
︒
心
境
相
對
す
る
と
き
は
︑
見
其
の
中
に
生
ず
︒
文
︾
︶

㈣

｢

首
楞
嚴
ニ

云
ク

︒
知
見
立
ル

㆑

知
ヲ

︒
既
無
明
ノ

本
ナ
リ

︒
知
見
ニ

無
キ
ハ

㆑

見
斯
則
涅
槃
ナ
リ

文(

)

﹂
︵
﹃
首
楞
嚴
﹄
に
云
く
︑
︽
知
見
︑
知

53

を
立
つ
る
︒
即
ち
無
明
の
本
な
り
︒
知
見
無
き
は
︑
斯
れ
即
ち
涅
槃
な
り
︾
︶

㈤

｢

台
教
ニ

云
ク

︒
藏
通
別
ノ

三
ハ

果
頭
ニ

無
㆑

人
︒
終
ニ

成
ル
カ

㆓

圓
人
ト

㆒

故
ニ
(

)

︒
﹂
︵
台
教
に
云
く
︑
︽
藏
通
別
の
三
は
果
頭
に
人
無
し
︒

54

終
に
圓
人
と
成
る
が
故
に
︒
︾
︶

㈥

｢

眞
言
宗
ノ

云
ク

︒
顯
教
ノ

圓
人
登
ル

㆓

初
住
ニ

㆒

時
皆
入
ル

㆓

眞
言
ニ

㆒
(

)

︒
﹂
︵
眞
言
宗
の
云
く
︑
︽
顯
教
の
圓
人
︑
初
住
に
登
る
時
︑
皆

55

眞
言
に
入
る
︒
︾
︶

㈦

｢

禪
宗
ニ

亦
云
ク

︒
顯
密
ノ

二
藏
ハ

如
㆓

鼠
婁
栗
ノ

㆒

︒
秘
藏
亦
從
㆓

因
ノ

中
㆒

入
ル
カ

㆓

心
宗
ニ

㆒

故
ニ
(

)

﹂
︵
禪
宗
に
亦
云
く
︑
︽
顯
密
の
二

56

藏
は
鼠
婁
栗
の
如
し
︒
祕
藏
亦
因
の
中
に
入
っ
て
︑
心
宗
に
入
る
が
故
に
︒
︾
︶

㈧

｢

心
要
ニ

云
ク

︒
如
シ

㆘

將
モ
テ

㆓

黄
葉
ヲ

㆒

爲
㆓

金
銭
ト

㆒

權
止
ル
カ

㆗

小
兒
ノ

哭
ヲ

㆖

文(

)

﹂
︵
﹃
心
要
﹄
に
云
く
︽
黄
葉
を
將
て
金
銭
と
為
し
︑

57

権
に
小
兒
の
哭
を
止
る
が
如
し
︒
文
︾
︶

『

見
性
成
仏
論
﹄
と
﹃
顕
密
問
答
鈔
﹄
の
﹁
禅
門
の
人
﹂
の
関
係
に
つ
い
て
︵
古
瀬
︶

一
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『

顕
密
問
答
鈔
﹄
の
﹁
禅
門
の
人
﹂
は
︑
﹃
悟
性
論
﹄
と
﹃
首
楞
厳
経
﹄
か
ら
引
用
し
て
い
る
が
︑
﹃
見
性
成
仏
論
﹄
に
も
﹃
悟
性

論
﹄
と
﹃
首
楞
厳
経
﹄
か
ら
の
引
用
が
あ
り
︑
両
者
の
結
び
つ
き
を
強
く
感
じ
る
︒
特
に
︑
﹃
顕
密
問
答
鈔
﹄
も
﹃
見
性
成
仏
論
﹄

も
﹃
達
磨
三
論
﹄
の
中
か
ら
﹃
悟
性
論
﹄
の
み
引
用
し
︑
ど
ち
ら
も
﹃
血
脈
論
﹄
や
﹃
破
相
論
﹄
か
ら
の
引
用
は
な
い
︒
経
豪
の

﹃
正
法
眼
蔵
御
聞
書
抄
﹄
に
﹁
達
磨
宗
ニ
ハ
破
相
論
悟
性
論
血
脈
論
ト
タ
テ
丶
﹂
と
あ
る
が
︑
﹃
顕
密
問
答
鈔
﹄
の
﹁
禅
門
の
人
﹂
と

﹃
見
性
成
仏
論
﹄
の
作
者
に
は
該
当
し
な
い
よ
う
だ
︒
ま
た
︑
﹁
祖
師
の
云
く
﹂
は
達
磨
禅
の
標
語
﹁
不
立
文
字
﹂
︑
﹁
直
指
人
心
﹂
︑

﹁
見
性
成
仏
﹂
を
用
い
て
︑
そ
れ
が
﹁
禅
門
な
り
﹂
と
言
う
︒
興
味
深
い
こ
と
に
︑
﹃
顕
密
問
答
鈔
﹄
の
﹁
禅
門
の
人
﹂
も
﹃
見
性
成

仏
論
﹄
の
作
者
も
達
磨
大
師
の
法
を
用
い
て
説
い
て
い
る
の
に
︑
﹁
達
磨
宗
﹂
と
は
言
わ
な
い
の
で
あ
る
︒
﹃
顕
密
問
答
鈔
﹄
の
﹁
禅

門
の
人
﹂
は
﹁
禅
門
﹂
︑
﹁
禅
宗
﹂
と
言
い
︑
﹃
見
性
成
仏
論
﹄
の
作
者
は
﹁
禅
宗
﹂
︑
﹁
仏
心
宗
﹂
と
言
う
︒

と
こ
ろ
で
︑
先
述
し
た
よ
う
に
﹃
顕
密
問
答
鈔
﹄
巻
下
の
冒
頭
に
︑
問
者
が
﹁
近
來
有
テ

㆓

禪
門
ノ

人
㆒

高
ク
シ

㆓

達
磨
ヲ

㆒

降
㆓

顯
密
ヲ

㆒

矣
︒
﹂
︵
近
來
禪
門
の
人
有
て
︑
達
磨
を
高
く
し
顯
密
を
降
せ
り
︒
︶
と
言
う
︒
こ
れ
は
明
ら
か
に
達
磨
＝
達
磨
大
師
の
法
を
意
味
し
︑
﹁
達

磨
宗
﹂
と
い
う
一
宗
派
を
指
し
て
い
る
の
で
は
な
い
︒
﹁
達
磨
宗
﹂
は
平
安
末
期
か
ら
鎌
倉
初
期
頃
に
は
﹁
坐
禅
行
﹂
︑
﹁
達
磨
大
師

の
法
﹂
︑
﹁
禅
宗
﹂
な
ど
を
指
し
︑
一
宗
派
と
呼
ぶ
資
料
は
﹃
興
禅
護
国
論
﹄
や
﹃
正
法
眼
蔵
御
聞
書
抄
﹄
な
ど
に
書
か
れ
た
﹁
達
磨

宗
﹂
の
人
々
に
限
ら
れ
る
と
筆
者
は
考
え
て
い
る
︒
従
っ
て
︑
筆
者
は
﹃
見
性
成
仏
論
﹄
が
﹃
興
禅
護
国
論
﹄
に
描
か
れ
る
﹁
達
磨

宗
﹂
と
い
わ
れ
る
人
々
に
よ
っ
て
叙
述
さ
れ
た
と
は
考
え
難
い
と
思
っ
て
い
る
︒
な
ぜ
な
ら
ば
︑
﹃
見
性
成
仏
論
﹄
の
中
に
は
︑
天

台
本
覚
思
想
の
現
実
肯
定
を
成
す
人
を
﹁
悪
取
空
﹂
と
批
判
し
た
こ
と
ば
が
明
示
さ
れ
て
い
る
︒
ま
た
︑
﹃
見
性
成
仏
論
﹄
の
作
者

が
坐
禅
行
を
し
て
い
る
こ
と
を
述
べ
た
箇
所
も
あ
り
︑
﹁
無
行
無
修
﹂
の
人
で
は
な
い
こ
と
も
明
ら
か
で
あ
る(

)

︒
こ
れ
ら
に
就
い
て

58

は
別
稿
に
て
詳
し
く
論
じ
る
予
定
で
あ
る
︒

『

見
性
成
仏
論
﹄
と
﹃
顕
密
問
答
鈔
﹄
の
﹁
禅
門
の
人
﹂
の
関
係
に
つ
い
て
︵
古
瀬
︶

一
八



と
こ
ろ
で
︑
﹃
顕
密
問
答
鈔
﹄
は
禅
の
理
解
と
し
て
﹃
血
脈
論
﹄
か
ら
幾
度
も
引
用
し
て
い
る
︒
以
下
に
訓
読
文
を
書
き
出
し
て

み
よ
う
︒
︵
傍
線
筆
者
︶

①
﹁
大
師
釋
に
云
く
︑
︽
祕
藏
奥
旨
は
文
を
得
る
を
貴
ば
ず
︒
唯
︑
心
を
以
て
心
を
傳
る
に
在
り
︒
文
︾
此
の
文
︑
達
磨
の
以
心
傳

心
に
符
へ
り
︒
既
に
以
心
傳
心
の
義
を
以
て
眞
宗
の
極
と
爲
せ
り
︒
若
し
爾
ば
︑
何
ぞ
遮
情
の
門
に
屬
し
て
︑
表
德

の
義
に
非
ず

や
︒
故
に
︑
達
磨
の
﹃
血
脈
論
﹄
に
云
く
︑
︽
佛
は
是
れ
西
國
の
語
な
り
︒
此
の
土
に
は
覺
と
云
ふ
︒
性
覺
は
靈
覺
な
り
︒
機
に

應
じ
て
物
を
接
す
︒
眉
を
揚
︵
て
︶
目
を
瞬
︵
く
︶
︒
手
を
運
︵
び
︶
足
を
動
︵
す
︶
︒
皆
是
れ
自
己
の
靈
︹
光
︺
覺
の
性
︒
性
即
心

な
り
︒
心
即
是
佛
な
り
︒
佛
は
即
是
道
な
り
︒
道
は
即
ち
是
れ
禪
な
り
︒
禪
の
一
字
︑
凡
夫
の
測
る
所
に
非
ず
︒
文(

)

︾
又
云
く
︑

59

︽
若
し
︑
自
心
是
佛
と
見
れ
ば
︑
白
衣
亦
是
佛
な
り
︒
若
し
見
性
せ
ざ
れ
ば
︑
則
ち
︑
出
家
も
亦
是
外
道
な
り
︒
只
︑
見
性
せ
よ

と
言
っ
て
︑
婬
欲
を
ば
言
は
ず
︒
意
を
取
る(

)

︾
故
に
︑
知
ぬ
︒
擧
足
動
手
皆
心
の
本
佛
︒
婬
欲
瞋
恚
悉
く
靈
知
の
覺
性
な
り
︒
若

60

し
爾
ば
︑
何
ぞ
無
相
一
心
と
名
︵
づ
け
︶
て
︑
而
も
三
乘
の
極
理
に
開
け
ん
や(

)

︒
﹂

61

②
﹁
私
に
云
く
︑
眞
覺
は
永
賀
の
眞
覺
禪
師
な
り
︒
此
の
門
と
は
︑
眞
如
門
な
り
︒
又
︑
眞
理
と
は
又
眞
門
な
り
︒
二
祖
と
は
慧
可

な
り
︒
既
に
︑
達
磨
の
本
性
了
然
及
び
本
無
煩
惱
の
義
を
以
て
眞
門
に
同
ぜ
り
︒
當
に
知
る
べ
し
︒
三
乘
頓
教
の
分
域
也
︒
若
し
︑

又
︑
是
れ
華
嚴
の
祖
師
な
り
︑
依
用
せ
ず
と
云
は
ば
︑
達
磨
大
師
の
﹃
血
脈
論
﹄
に
云
く
︑
︽
西
天
の
二
十
八
祖
よ
り
︑
只
是
れ

通
し
て
︑
心
印
を
傳
ず
︒
吾
れ
今
此
土
に
來
て
︑
頓
教
大
乘
即
心
是
佛
な
る
こ
と
を
傳
ふ
︒
文(

)

︾
達
磨
既
に
︑
﹁
傳
頓
教
﹂
と
云

62

ふ
︒
依
信
す
べ
か
ら
ず
や(

)

︒
﹂

63

③
﹁
達
磨
の
﹃
血
脈
論
﹄
に
云
く
︑
︽
三
界
混
起
し
て
同
じ
く
一
心
に
歸
す
︒
前
佛
後
佛
︑
心
を
以
て
心
を
傳
す
︒
文
字
を
立
て
ず
︒

文(

)

︾
既
に
︑
一
の
眞
理
を
以
て
本
と
爲
す
︒
猶
を
し
︑
未
だ
︑
此
の
一
心
即
六
大
三
密
の
所
生
な
り
と
了
知
せ
ず
︒
所
以
︑
依
言

64離
言
︑
異
な
り
と
雖
︵
も
︶
︑
一
心
本
と
爲
る
こ
と
顯
教
の
諸
宗
是
れ
同
じ
な
り(

)

︒
﹂

65

④
﹁
又
︑
貧
欲
瞋
恚
是
見
性
義
と
云
ふ
は
︑
妄
體
性
空
の
義
に
約
す
︒
性
佛
性
惡
の
四
曼
に
非
ず
︒
故
に
︑
﹃
血
脈
論
﹄
に
云
く
︑

『

見
性
成
仏
論
﹄
と
﹃
顕
密
問
答
鈔
﹄
の
﹁
禅
門
の
人
﹂
の
関
係
に
つ
い
て
︵
古
瀬
︶

一
九



︽
但
︑
見
性
を
得
つ
れ
ば
︑
婬
欲
本
來
空
寂
な
れ
ば
︑
自
爾
に
斷
除
せ
り
︒
亦
樂
著
せ
ず
︒
文(

)

︾
﹂

66

上
記
の
四
つ
の
引
用
文
か
ら
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
︑
頼
瑜
が
﹃
血
脈
論
﹄
に
達
磨
大
師
の
考
え
方
が
顕
さ
れ
て
い
る
と
見
做
し
て
︑

達
磨
大
師
の
思
想
を
論
じ
る
の
に
度
々
引
用
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
︒
恐
ら
く
︑
頼
瑜
に
と
っ
て
︑
達
磨
＝
達
磨
大
師
＝
達
磨
大
師

の
法
＝
禅
宗
＝
﹃
血
脈
論
﹄
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
︒

し
か
し
︑
﹃
顕
密
問
答
鈔
﹄
の
﹁
禅
門
の
人
﹂
の
こ
と
ば
に
も
﹃
見
性
成
仏
論
﹄
に
も
﹃
血
脈
論
﹄
か
ら
の
引
用
は
一
文
も
な
い
︒

ま
た
︑
見
性
の
思
想
に
お
い
て
﹃
見
性
成
仏
論
﹄
と
﹃
血
脈
論
﹄
の
間
に
は
大
き
な
開
き
が
あ
る(

)

︒
頼
瑜
︵
一
二
二
六
袞
一
三
〇
四
︶

67

の
活
躍
し
た
頃
に
は
︑
﹃
血
脈
論
﹄
は
達
磨
の
法
門
の
主
流
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
入
手
可
能
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
︑
﹃
見
性
成
仏

論
﹄
の
作
者
が
存
命
中
に
は
︑
ま
だ
︑
﹃
血
脈
論
﹄
は
日
本
に
は
伝
来
し
て
い
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い(

)

︒
﹃
見
性
成
仏
論
﹄
の
作

68

者
が
﹃
血
脈
論
﹄
を
読
ん
で
い
な
か
っ
た
可
能
性
が
あ
る
と
筆
者
は
推
察
し
て
い
る
︒

結

語

以
上
の
考
察
で
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
は
次
の
通
り
で
あ
る
︒

㈠

頼
瑜
撰
﹃
顕
密
問
答
鈔
﹄
は
﹁
禅
門
の
人
﹂
の
こ
と
ば
と
し
て
︑
﹃
見
性
成
仏
論
﹄
か
ら
二
箇
所
引
用
文
が
あ
る
︒
し
か
も
︑

ど
ち
ら
も
﹃
見
性
成
仏
論
﹄
の
作
者
の
独
自
性
の
高
い
文
章
で
あ
る
︒

㈡

『

見
性
成
仏
論
﹄
も
﹃
顕
密
問
答
鈔
﹄
も
達
磨
大
師
の
標
語
を
掲
げ
︑
特
に
﹁
教
外
別
伝
﹂
を
論
じ
︑
教
と
禅
の
違
い
を
明
確

に
し
て
い
る
︒

㈢

『

見
性
成
仏
論
﹄
も
﹃
顕
密
問
答
鈔
﹄
も
﹃
悟
性
論
﹄
︑
﹃
首
楞
厳
経
﹄
を
引
用
し
て
︑
自
論
を
展
開
し
て
い
る
︒

㈣

『

顕
密
問
答
鈔
﹄
に
お
い
て
﹁
禅
門
の
人
﹂
は
他
宗
を
﹁
鼠
婁
栗
﹂
と
表
現
し
︑
臆
せ
ず
に
も
の
を
言
う
性
格
だ
っ
た
こ
と
が

『

見
性
成
仏
論
﹄
と
﹃
顕
密
問
答
鈔
﹄
の
﹁
禅
門
の
人
﹂
の
関
係
に
つ
い
て
︵
古
瀬
︶

二
〇



窺
わ
れ
る
︒

㈤

『

顕
密
問
答
鈔
﹄
に
お
い
て
頼
瑜
は
︑
﹃
見
性
成
仏
論
﹄
の
記
述
か
ら
﹁
弘
法
大
師
﹂
︵
ぐ
ほ
う
だ
い
し
︶
を
取
り
上
げ
て
い
る
が
︑

朝
鮮
僧
弘
法
大
師
を
日
本
の
弘
法
大
師
空
海
と
誤
解
し
て
い
る
︒

㈥

『

顕
密
問
答
鈔
﹄
の
著
者
で
あ
る
頼
瑜
は
﹃
見
性
成
仏
論
﹄
ま
た
は
﹃
見
性
成
仏
論
﹄
を
作
成
し
た
人
の
書
物
を
詳
し
く
読
ん

で
い
た
︒

㈦

頼
瑜
は
︵
達
磨
＝
︶
禅
宗
を
﹃
血
脈
論
﹄
か
ら
の
引
用
文
を
用
い
て
解
釈
し
て
い
る
が
︑
﹃
顕
密
問
答
鈔
﹄
の
﹁
禅
門
の
人
﹂
の

こ
と
ば
に
も
﹃
見
性
成
仏
論
﹄
の
な
か
に
も
﹃
血
脈
論
﹄
か
ら
の
引
用
文
は
な
い
︒
﹃
顕
密
問
答
鈔
﹄
の
﹁
禅
門
の
人
﹂
及
び

﹃
見
性
成
仏
論
﹄
の
作
者
は
﹃
血
脈
論
﹄
が
流
布
す
る
以
前
に
活
動
し
︑
﹃
血
脈
論
﹄
を
読
ん
で
い
な
か
っ
た
可
能
性
も
考
え
ら

れ
る
︒

㈧

『

見
性
成
仏
論
﹄
の
作
者
と
﹃
顕
密
問
答
鈔
﹄
の
﹁
禅
門
の
人
﹂
が
思
想
的
に
共
通
点
︑
特
に
﹁
教
外
別
伝
﹂
を
禅
法
の
中
心

と
し
て
い
た
こ
と
か
ら
︑
ど
ち
ら
も
大
日
房
能
忍
の
可
能
性
が
高
い
こ
と
が
推
察
で
き
る
︒

註
(

１
)

末
木
文
美
士
︵
一
九
九
八
︶
︵
﹃
鎌
倉
仏
教
形
成
論
袞
思
想
史
的
立
場
か
ら
﹄
法
蔵
館
︑
二
九
五
頁
︶

(

２
)

高
柳
さ
つ
き
︵
二
〇
一
〇
︶
︵
﹁
達
磨
宗
︵
能
忍
︶
か
ら
聖
一
派
︵
円
爾
︶
に
至
る
﹃
宗
鏡
録
﹄
の
一
心
思
想
の
系
譜
﹂
﹃
東
ア
ジ
ア
仏
教

研
究
﹄
八
︑
一
三
九
頁
︶

(

３
)

千
葉
正
︵
二
〇
〇
二
︶
︵
﹃
宗
学
研
究
﹄
四
四
︶

(

４
)

『

続
真
言
宗
全
書
﹄
第
二
三
︑
三
三
頁
下
︒

(

５
)

『

金
沢
文
庫
資
料
全
書

第
一
巻
禅
籍
篇

﹄
︑
一
八
三
頁
上
︒
訓
読
筆
者
︒
以
降
︑
﹃
見
性
成
仏
論
﹄
は
全
て
筆
者
の
訓
読
文
を
記
す
︒
□

『

見
性
成
仏
論
﹄
と
﹃
顕
密
問
答
鈔
﹄
の
﹁
禅
門
の
人
﹂
の
関
係
に
つ
い
て
︵
古
瀬
︶

二
一



は
訓
読
不
明
︒
︹

︺
は
筆
者
が
不
要
ま
た
は
誤
り
と
判
断
し
た
文
字
︒
︵

︶
は
筆
者
が
必
要
と
判
断
し
た
文
字
︒

(

６
)

『

続
真
言
宗
全
書
﹄
第
二
三
︑
三
三
頁
下
袞
三
四
頁
上
︒

(

７
)

『

伝
心
法
要
﹄
﹁
師
云
︒
以
心
傳
心
︒
云
若
心
相
傳
︒
云
何
言
心
亦
無
︒
師
云
︒
不
得
一
法
名
為
傳
心
︒
若
了
此
心
︒
即
是
無
心
無
法
︒
云

若
無
心
無
法
云
何
名
傳
︒
﹂
︵
﹃
大
正
蔵
﹄
四
八
︑
三
八
三
上
︶

(

８
)

『

小
室
六
門
第
五
門
悟
性
論
﹄
﹁
夫
真
見
者
︒
無
所
不
見
︒
亦
無
所
見
︒
見
滿
十
方
︒
未
曾
有
見
︒
何
以
故
︒
無
所
見
故
︒
見
無
見
故
︒
見

非
見
故
︒
凡
夫
所
見
︒
皆
名
妄
想
︒
若
寂
滅
無
見
︒
始
名
真
見
︒
心
境
相
對
︒
見
生
於
中
︒
﹂
︵
﹃
大
正
蔵
﹄
四
八
︑
三
七
一
中
︶

(

９
)

『

首
楞
厳
経
﹄
第
五
﹁
知
見
立
知
︒
即
無
明
本
︒
知
見
無
見
︒
斯
即
涅
槃
﹂
︵
﹃
大
正
蔵
﹄
一
九
︑
一
二
四
下
︶

(

)

中
身
だ
け
を
取
る
︑
の
意
味
か
︒

10
(

)

『

伝
心
法
要
﹄
﹁
如
將
葉
為
金
止
小
兒
啼
﹂
︵
﹃
大
正
蔵
﹄
四
八
︑
三
八
三
下
︶

11
(

)

高
橋
秀
栄
︵
一
九
七
七
︶
﹁
大
日
房
能
忍
と
達
磨
宗
に
関
す
る
史
料
︵
二
︶
﹂
︵
﹃
金
沢
文
庫
研
究
﹄
二
二
袞
七
︑
二
六
頁
下
︶

12
(

)

『

続
真
言
宗
全
書
﹄
第
二
三
︑
三
三
頁
下
︒

13
(

)

『

金
沢
文
庫
資
料
全
書

第
一
巻
禅
籍
篇

﹄
︑
一
八
三
頁
上
︒

14
(

)

『

金
沢
文
庫
資
料
全
書

第
一
巻
禅
籍
篇

﹄
︑
一
八
〇
頁
下
袞
一
八
一
頁
上
︒

15
(

)

千
葉
正
︵
二
〇
〇
二
︶
﹃
宗
学
研
究
﹄
四
四
︑
三
〇
頁
上
︒

16
(

)

『

続
真
言
宗
全
書
﹄
第
二
三
︑
三
九
頁
上
︒

17
(

)

『

金
沢
文
庫
資
料
全
書

第
一
巻
禅
籍
篇

﹄
︑
一
八
一
頁
上
︒

18
(

)

『

禅
学
大
辞
典
﹄
︑
三
二
五
頁
︒

19
(

)

『

韓
国
金
石
文
全
書
﹄
第
三
巻
︵
朝
鮮
金
石
總
覧

上
︑
朝
鮮
総
督
府
編
︶
二
三
五
頁
︒
資
料
は
欠
落
が
多
く
︑
内
容
を
読
み
取
る
こ
と

20

は
甚
だ
困
難
で
あ
る
が
︑
た
だ
一
句
﹁
達
磨
宣
揚
﹂
の
偈
の
一
部
が
確
認
で
き
る
の
で
︑
弘
法
大
師
は
菩
提
達
磨
を
奉
っ
て
い
た
だ
ろ
う
こ

『

見
性
成
仏
論
﹄
と
﹃
顕
密
問
答
鈔
﹄
の
﹁
禅
門
の
人
﹂
の
関
係
に
つ
い
て
︵
古
瀬
︶

二
二



と
は
推
測
で
き
る
︒

(

)

『

景
徳
伝
灯
録
﹄
第
三
〇
︑
南
嶽
石
頭
和
尚
參
同
契
﹁
竺
土
大
仙
心
︒
東
西
密
相
付
︒
人
根
有
利
鈍
︒
道
無
南
北
祖
︒
靈
源
明
皎
潔
︒
枝

21

派
暗
流
注
︒
執
事
元
是
迷
︒
契
理
亦
非
悟
︒
﹂
︵
﹃
大
正
蔵
﹄
五
一
︑
四
五
九
中
︶

(

)

『

大
正
蔵
﹄
八
一
︑
八
三
中
︒

22
(

)

『

続
真
言
宗
全
書
﹄
第
二
三
︑
三
三
頁
下
︒

23
(

)

『

金
沢
文
庫
資
料
全
書

第
一
巻
禅
籍
篇

﹄
︑
一
八
一
頁
上
︒

24
(

)

『

金
沢
文
庫
資
料
全
書

第
一
巻
禅
籍
篇

﹄
︑
一
八
三
頁
上
︒

25
(

)

『

続
真
言
宗
全
書
﹄
第
二
三
︑
三
三
頁
下
︒

26
(

)

『

金
沢
文
庫
資
料
全
書

第
一
巻
禅
籍
篇

﹄
︑
一
八
三
頁
下
︒

27
(

)

『

続
真
言
宗
全
書
﹄
第
二
三
︑
三
三
頁
下
︒

28
(

)

『

金
沢
文
庫
資
料
全
書

第
一
巻
禅
籍
篇

﹄
︑
一
八
〇
頁
下
袞
一
八
一
頁
上
︒

29
(

)

『

続
真
言
宗
全
書
﹄
第
二
三
︑
三
四
頁
上
︒

30
(

)

『

昭
和
底
本
日
蓮
聖
人
遺
文
﹄
第
一
巻
︑
二
四
五
頁
︒

31
(

)

宮
崎
英
修
氏
は
﹁
佛
陀
﹂
を
覚
晏
と
考
え
て
い
る
︒
︵
宮
崎
英
修
︵
一
九
八
三
︶
﹁
教
機
時
国
抄
の
大
日
仏
陀
袞
大
日
仏
陀
と
大
日
仏
地

32

袞
﹂
﹃
大
崎
学
報
﹄
一
三
六
︶

(

)

『

昭
和
底
本
日
蓮
聖
人
遺
文
﹄
第
一
巻
︑
六
〇
七
頁
︒

33
(

)

『

昭
和
底
本
日
蓮
聖
人
遺
文
﹄
第
一
巻
︑
六
一
五
頁
︒

34
(

)

『

続
真
言
宗
全
書
﹄
第
二
三
︑
三
三
頁
下
︒

35
(

)

『

金
沢
文
庫
資
料
全
書

第
一
巻
禅
籍
篇

﹄
︑
一
八
一
頁
上
︒

36

『

見
性
成
仏
論
﹄
と
﹃
顕
密
問
答
鈔
﹄
の
﹁
禅
門
の
人
﹂
の
関
係
に
つ
い
て
︵
古
瀬
︶

二
三



(

)

日
向
著
﹃
金
綱
集
﹄
第
七
禪
見
聞
に
﹁
禪
祖
師
頌
筆
等
﹂
と
し
て
︑
﹃
血
脈
論
﹄
︑
﹃
悟
性
論
﹄
︑
﹃
破
相
論
﹄
の
後
に
﹁
見
性
成
仏
義
云
﹂

37

と
あ
り
︑
金
沢
文
庫
所
蔵
﹃
見
性
成
仏
論
﹄
と
比
較
し
た
場
合
︑
内
容
的
に
は
問
答
三
︑
四
︑
六
︑
一
一
︑
一
二
か
ら
抜
粋
し
て
い
る
こ
と

が
わ
か
る
︒
し
か
し
︑
﹃
金
綱
集
﹄
の
文
体
は
金
沢
文
庫
所
蔵
﹃
見
性
成
仏
論
﹄
よ
り
漢
字
が
多
く
使
わ
れ
て
い
る
︒
上
記
に
就
い
て
は
別

稿
に
て
明
ら
か
に
し
た
い
︒

(

)

古
瀬
珠
水
︵
二
〇
一
一
︶
﹁
金
沢
文
庫
蔵
﹃
見
性
成
仏
論
﹄
と
伝
達
磨
大
師
﹃
血
脈
論
﹄
袞
﹁
見
性
﹂
の
思
想
に
着
目
し
て
袞
﹂
︵
﹃
印
度

38

学
仏
教
学
研
究
﹄
一
二
三
号
︶

(

)

『

続
真
言
宗
全
書
﹄
第
二
三
︑
三
四
頁
上
︒

39
(

)

『

続
真
言
宗
全
書
﹄
第
二
三
︑
三
四
頁
上
︒

40
(

)

『

大
乘
玄
論
﹄
卷
一
﹁
一
者
空
假
名
︒
二
者
不
空
假
名
︒
不
空
假
名
者
︒
但
無
性
實
有
︒
假
世
諦
不
可
全
無
︒
如
鼠
嘍
栗
﹂
︵
﹃
大
正
蔵
﹄

41

四
五
︑
二
四
下
︶

(

)

『

続
真
言
宗
全
書
﹄
第
二
三
︑
三
六
頁
上
袞
下
︒

42
(

)

空
海
﹃
般
若
心
経
祕
鍵
﹄
︵
﹃
弘
法
大
師
全
集
﹄
︑
第
一
輯
︑
密
教
文
化
研
究
所
︑
五
五
四
頁
︶

43
(

)

『

法
華
玄
義
釋
籤
﹄
卷
二
﹁
如
止
觀
第
一
記
︒
以
此
二
喻
例
釋
大
論
四
句
可
知
︒
次
引
華
嚴
及
今
經
可
知
︒
次
何
者
下
責
失
中
以
言
教
之

44

風
吹
無
室
之
燈
︒
室
如
定
也
︒
照
於
理
境
諸
法
不
了
︒
且
略
舉
一
慢
應
具
足
諸
惑
︒
執
妙
教
之
刃
︒
傷
智
照
之
手
︒
若
但
暗
證
觀
心
之
人
起

增

上
慢
︒
前
是
我
慢
與
此
中
別
︒
抱
暗
證
之
炬
燒
勝
定
之
手
︒
﹂
︵
﹃
大
正
蔵
﹄
三
三
︑
八
二
九
下
︶

(

)

『

金
沢
文
庫
資
料
全
書

第
一
巻
禅
籍
篇

﹄
︑
一
九
五
頁
上
袞
一
九
六
頁
上
︒

45
(

)

｢

霊
知
﹂
は
宗
密
が
﹁
真
性
﹂
と
述
べ
る
︒
﹁
如
是
開
示
靈
知
之
心
︒
即
是
真
性
與
佛
無
異
︒
故
顯
示
真
心
即
性
教
也
︒
﹂
︵
﹃
禅
源
諸
詮
集

46

都
序
﹄
上
之
一
︑
﹃
大
正
蔵
﹄
四
八
︑
四
〇
五
上
︶
︒
﹁
霊
知
﹂
は
し
ば
し
ば
禅
宗
で
使
わ
れ
る
︒
但
し
︑
道
元
は
﹁
外
道
の
見
﹂
と
し
て
批

判
し
て
い
る
︵
水
野
弥
穂
子
﹃
正
法
眼
蔵
﹄
巻
一
︑
一
四
一
袞
一
四
二
頁
︶
︒

『

見
性
成
仏
論
﹄
と
﹃
顕
密
問
答
鈔
﹄
の
﹁
禅
門
の
人
﹂
の
関
係
に
つ
い
て
︵
古
瀬
︶

二
四



(

)

｢

任
運
﹂
は
﹁
自
然
の
ま
ま
︑
運
ぶ
に
任
せ
る
﹂
の
意
味
で
︑
禅
宗
で
は
よ
く
使
わ
れ
る
こ
と
ば
で
あ
る
︒
例
え
ば
︑
﹃
黄
檗
断
際
禅
師
宛

47

陵
録
﹄
に
は
﹁
終
日
任
運
騰
騰
で
あ
る
こ
と
が
自
由
人
で
あ
る
﹂
と
言
う
︒
︵
﹁
志
公
云
︒
未
逢

出
世
明
師
︒
枉
服
大
乘
法
藥
︒
如
今
但
一
切

時
中
行
住
坐
臥
但
學
無
心
︒
亦
無
分
別
亦
無
依
倚
︒
亦
無
住
著
︒
終
日
任
運
騰
騰
︒
如
癡
人
相
似
︒
世
人
盡
不
識
爾
︒
爾
亦
不
用
教
人
識
不

識
︒
心
如
�

石
頭
都
無
縫
罅
︒
一
切
法
透
汝
心
不
入
︒
兀
然
無
著
︒
如
此
始
有
少
分
相
應
︒
透
得
三
界
境
過
名
為
佛
出
世
︒
不
漏
心
相
名
為

無
漏
智
︒
不
作
人
天
業
︒
不
作
地
獄
業
︒
不
起
一
切
心
︒
諸
緣

盡
不
生
︒
即
此
身
心
是
自
由
人
︒
不
是
一
向
不
生
︒
秖
是
隨
意
而
生
︒
﹂
﹃
大

正
蔵
﹄
四
八
︑
三
八
六
下
︶

(

)

『

景
徳
伝
灯
録
﹄
第
二
五
﹁
金
陵
報
恩
院
玄
則
禪
師
滑
州
衛
南
人
也
︒
初
問
青
峯
有
本
云
白
兆
如
何
是
佛
有
云
自
己
︒
青
峯
曰
︒
丙
丁
童

48

子
來
求
火
︒
師
得
此
語
藏
之
於
心
︒
及
謁
淨
慧
︒
詰
其
悟
旨
︒
師
對
曰
︒
丙
丁
是
火
而
更
求
火
︒
亦
似
玄
則
將
佛
問
佛
︒
淨
慧
曰
︒
幾
放
過

元
來
錯
會
︒
師
雖
蒙
開
發
頗
懷
猶
豫
︒
復
退
思
既
殆
莫
曉
玄
理
︒
乃
投
誠
請
益
︒
淨
慧
曰
︒
汝
問
我
與
汝
道
︒
師
乃
問
︒
如
何
是
佛
︒
淨
慧

曰
︒
丙
丁
童
子
來
求
火
︒
師
豁
然
知
歸
︒
﹂
︵
﹃
大
正
蔵
﹄
五
一
︑
四
一
三
中
︶

(

)

筆
者
は
未
だ
他
に
類
例
を
見
て
い
な
い
︒
恐
ら
く
︑
﹁
自
然
に
托
鉢
を
持
ち
︑
自
然
に
袈
裟
を
身
に
着
け
て
︑
普
段
ど
お
り
の
僧
侶
の
生

49

活
を
す
る
中
で
さ
と
り
を
開
け
﹂
の
意
味
で
あ
ろ
う
︒
﹃
金
沢
文
庫
資
料
全
書

第
一
巻
禅
籍
篇

﹄
︑
一
九
七
頁
下
袞
一
九
八
頁
上
︒

(

)

『

続
真
言
宗
全
書
﹄
第
二
三
︑
三
三
頁
下
︒
﹁
直
指
人
心
・
見
性
成
佛
﹂
は
達
磨
大
師
の
こ
と
ば
と
し
て
い
く
つ
も
の
語
録
に
書
か
れ
て
い

50

る
︒

(

)

『

続
真
言
宗
全
書
﹄
第
二
三
︑
三
三
頁
下
︒
﹃
伝
心
法
要
﹄
﹁
師
云
︒
以
心
傳
心
︒
云
若
心
相
傳
︒
云
何
言
心
亦
無
︒
師
云
︒
不
得
一
法
名

51

爲
傳
心
︒
若
了
此
心
︒
即
是
無
心
無
法
︒
云
若
無
心
無
法
云
何
名
傳
︒
﹂
︵
﹃
大
正
蔵
﹄
四
八
︑
三
八
三
上
︶

(

)

『

続
真
言
宗
全
書
﹄
第
二
三
︑
三
三
頁
下
︒
﹃
小
室
六
門
第
五
門
悟
性
論
﹄
﹁
夫
真
見
者
︒
無
所
不
見
︒
亦
無
所
見
︒
見
滿
十
方
︒
未
曾
有

52

見
︒
何
以
故
︒
無
所
見
故
︒
見
無
見
故
︒
見
非
見
故
︒
凡
夫
所
見
︒
皆
名
妄
想
︒
若
寂
滅
無
見
︒
始
名
真
見
︒
心
境
相
對
︒
見
生
於
中
︒
﹂

︵
﹃
大
正
蔵
﹄
四
八
︑
三
七
一
中
︶

『

見
性
成
仏
論
﹄
と
﹃
顕
密
問
答
鈔
﹄
の
﹁
禅
門
の
人
﹂
の
関
係
に
つ
い
て
︵
古
瀬
︶

二
五



(

)

『

続
真
言
宗
全
書
﹄
第
二
三
︑
三
三
頁
下
袞
三
四
頁
上
︒
﹃
首
楞
厳
経
﹄
第
五
﹁
知
見
立
知
︒
即
無
明
本
︒
知
見
無
見
︒
斯
即
涅
槃
﹂
︵
﹃
大

53

正
蔵
﹄
一
九
︑
一
二
四
下
︶

(

)

『

続
真
言
宗
全
書
﹄
第
二
三
︑
三
四
頁
上
︒
﹃
摩
訶
止
観
﹄
第
三
﹁
別
教
因
中
有
教
行
證
人
︒
若
就
果
者
但
有
其
教
無
行
證
人
︒
何
以
故
︒

54

若
破
無
明
登
初
地
時
︒
即
是
圓
家
初
住
位
︒
非
復
別
家
初
地
位
也
︒
初
地
尚
爾
︒
何
況
後
地
後
果
︒
故
知
因
人
不
到
於
果
︒
故
云
果
頭
無

人
﹂
︵
﹃
大
正
蔵
﹄
四
六
︑
三
三
中
︶

(

)

『

続
真
言
宗
全
書
﹄
第
二
三
︑
三
四
頁
上
︒
典
拠
不
詳
︒
し
か
し
︑
円
爾
撰
﹃
十
宗
要
道
記
﹄
に
﹁
宗
鏡
録
︵
に
は
︶
眞
言
を
引
て
顯
教

55

圓
人
︑
初
住
に
登
︵
る
︶
時
︑
皆
眞
言
に
入
る
と
云
ふ
﹂
︵
﹃
禅
宗
﹄
二
一
〇
︑
附
録
本
︑
一
五
頁
︶
と
あ
る
︒
円
爾
は
﹃
宗
鏡
録
﹄
か
ら
引

用
し
た
よ
う
に
言
う
が
︑
﹃
宗
鏡
録
﹄
に
は
該
当
す
る
文
言
は
見
当
た
ら
な
い
︒
円
爾
は
ど
こ
か
で
大
日
房
能
忍
︵
＝
禅
門
の
人
︶
の
こ
と

ば
を
﹃
宗
鏡
録
﹄
か
ら
の
一
文
と
捉
え
て
い
た
こ
と
は
︑
誠
に
興
味
深
い
︒
今
後
︑
能
忍
の
思
想
と
円
爾
の
思
想
の
関
係
を
考
察
す
る
必
要

が
あ
ろ
う
︒

(

)

『

続
真
言
宗
全
書
﹄
第
二
三
︑
三
四
頁
上
︒
典
拠
不
詳
︒

56
(

)

『

続
真
言
宗
全
書
﹄
第
二
三
︑
三
四
頁
上
︒
﹃
伝
心
法
要
﹄
﹁
如
將
黃

葉
爲
金
止
小
兒
啼
﹂
︵
﹃
大
正
蔵
﹄
四
八
︑
三
八
三
下
︶

57
(

)

千
葉
氏
は
従
来
の
研
究
結
果
に
基
づ
い
て
﹃
見
性
成
仏
論
﹄
が
達
磨
宗
︵
日
本
達
磨
宗
︶
に
よ
る
も
の
と
し
て
議
論
し
て
い
る
︒
︵
千
葉

58

正
︵
二
〇
〇
二
︶
﹃
宗
学
研
究
﹄
四
四
︑
三
〇
頁
上
︶

(

)

『

少
室
第
六
門
血
脈
論
﹄
﹁
佛
是
西
國
語
︒
此
土
云
覺
性
︒
覺
者
靈
覺
︒
應
機
接
物
︒
揚
眉
瞬
目
︒
運
手
動
足
︒
皆
是
自
己
靈
覺
之
性
︒
性

59

即
是
心
︒
心
即
是
佛
︒
佛
即
是
道
︒
道
即
是
禪
︒
禪
之
一
字
︒
非
凡
聖
所
測
︒
﹂
︵
﹃
大
正
蔵
﹄
四
八
︑
三
七
五
上
︶

(

)

『

少
室
第
六
門
血
脈
論
﹄
﹁
若
見
自
心
是
佛
︒
不
在
剃
除
鬢
髮
︒
白
衣
亦
是
佛
︒
若
不
見
性
︒
剃
除
鬚
髮
亦
是
外
道
︒
﹂
︵
﹃
大
正
蔵
﹄
四
八
︑

60

三
七
五
下
︶

(

)

『

続
真
言
宗
全
書
﹄
第
二
三
︑
三
六
頁
下
袞
三
七
上
︒

61

『

見
性
成
仏
論
﹄
と
﹃
顕
密
問
答
鈔
﹄
の
﹁
禅
門
の
人
﹂
の
関
係
に
つ
い
て
︵
古
瀬
︶

二
六



(

)

『

少
室
第
六
門
血
脈
論
﹄
﹁
自
西
天
二
十
七
祖
︒
只
是
遞
傳
心
印
︒
吾
今
來
此
土
︒
唯
傳
頓
教
大
乘
︒
即
心
是
佛
︒
﹂
︵
﹃
大
正
蔵
﹄
四
八
︑

62

三
七
六
上
︶

(

)

『

続
真
言
宗
全
書
﹄
第
二
三
︑
三
七
頁
下
︒

63
(

)

『

少
室
第
六
門
血
脈
論
﹄
﹁
三
界
興
起
同
歸
一
心
︒
前
佛
後
佛
以
心
傳
心
︒
不
立
文
字
︒
﹂
︵
﹃
大
正
蔵
﹄
四
八
︑
三
七
三
中
︶

64
(

)

『

続
真
言
宗
全
書
﹄
第
二
三
︑
三
八
頁
上
袞
下
︒

65
(

)

『

続
真
言
宗
全
書
﹄
第
二
三
︑
三
八
頁
下
︒
﹃
少
室
第
六
門
血
脈
論
﹄
﹁
問
曰
︒
白
衣
有
妻
子
︒
婬
慾
不
除
︒
憑
何
得
成
佛
︒
答
曰
︒
只
言

66

見
性
︒
不
言
婬
慾
︒
只
爲
不
見
性
︒
但
得
見
性
︒
婬
慾
本
來
空
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My investigation of the two texts has revealed two new details:

Firstly, the ʻZen discipleʼ presented in the Kenmitsu mondō-shō

similarly stresses ʻthe separate transmission [of the essence of Awaken-

ing] outside of the Teachings [recorded in the scriptures]ʼ, which is

precisely the main theme of the Kenshō jōbutsu-ron. Furthermore, we

know from a text recording the oral teachings of Nichiren 日蓮 (1222衾

1282) that the Zen variety advocated by Dainichi-bō Nōninʼs大日房能忍 is

said to have focused upon the same motif of the ʻseparate transmission [of

the essence of Awakening] outside of the Teachings [recorded in the

scriptures]ʼ.

Secondly, the Kenmitsu mondō-shō cites at least two sentences from

the Kenshō jōbutsu-ron. One is a peculiar expression which appears to

summarize the teachings expounded in a few chapters of the Zongjing lu.

The other is a sentence citing the words of a Korean monk called ʻGuhō

Daishiʼ 弘法大師 (early 10th century). Raiyu, however, misunderstands the

name of the Korean monk as referring to the famous Kūkai 空海 (774−

835). It thus becomes quite clear that the ʻZen discipleʼ in the Kenmitsu

mondō-shō can be identified as the author/answerer of theKenshō jōbutsu-

ron. Moreover, it is very likely that this author/answerer is no other than

Dainichi-bō Nōnin since the Master appears to be the only Zen proponent in

the epoch to have placed so much emphasis on ʻthe separate transmission

[of the essence of Awakening] outside of the Teachings [recorded in the

scriptures]ʼ.
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Summary

The ʻAnswererʼ in the Kenshō jōbutsu-ron見性成佛論
and the ʻZen Discipleʼ in the Kenmitsu mondō-shō
顯密問答鈔

Tamami Furuse

The Kenshō jōbutsu-ron 見性成佛論 or The Treatise on Seeing One’s

Nature and Attaining Buddhahood is an early Japanese Zen text, the name

of whose author has not been transmitted and whose precise scholastic

affiliation has not been established so far. It is written in the form of a

dialogue, and the replies given by the so-called ʻanswererʼ appear to

encapsulate the authorʼs viewpoints. My analysis of the text has led me to

the following conclusions:

(1) Doctrinally, its title notwithstanding, the Kenshō jōbutsu-ron stresses

ʻthe separate transmission [of the essence of Awakening] outside of the

Teachings [recorded in the scriptures]ʼ (kyōge betuden 教外別傳), which

appears to represent a distinct lineage within the Zen tradition.

(2) The author/answerer of the Kenshō jōbutsu-ron often cites the

Zongjing lu 宗鏡録, albeit in a rather non-systematic way.

(3) The author/answerer of the Kenshō jōbutsu-ron emphasizes the

practice of seated meditation (zazen 坐禪).

In this paper, I argue that the doctrines of the author/answerer of the

Kenshō jōbutsu-ron are very similar to the views of the so-called ʻZen

discipleʼ (zenmon no hito禪門の人) portrayed in the Kenmitsu mondō-shō,

a text composed by Raiyu 頼瑜 (1226衾1304). The latter source seems to

conceive the word ʻZen discipleʼ as a person espousing a form of Zen

spirituality without necessarily belonging to the Zen monastic establish-

ment.
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